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2011（平成23年）

　10月9日、多賀城政庁跡で開催された「万
葉復興祭（主催 ㈳塩釜青年会議所）」。震災に
より犠牲になられた方々の鎮魂と多賀城の復
興を願って約5000個のあんどんに火がとも
されました。まつりでは、万葉衣装を身にま
とった行列や琴、琵琶、バンドの演奏なども
行われました。 （23ページをご覧ください）
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特

集

地
方
自
治
特
別
功
労

阿
部　
五
一

小
嶋　
葊
司

石
橋　
源
一

吉
田　
瑞
生

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

氏
家　
紘
一

　
産
業
医
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
職

員
の
健
康
管
理
を
通
し
て
、
職
場
の
健

康
意
識
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菅
野　
宏
一

門
田　
博
之

星　
　
　
彰

奈
良　
隼
吉

菅
野　
勝
衛

伊
藤　
　
勲

　
消
防
団
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
精
励
し
、
防
火
思
想
の
普
及

啓
発
と
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

及
川　
　
弘

瀨
戸　
良
昭

本
郷　
孝
夫

　
交
通
安
全
指
導
隊
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
業
務
に
精
励
し
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部　
も
と
子

小
野
寺　
幸
子

小
野
寺　
敬
子

鈴
木　
英
子

三
橋　
容
子

　
交
通
安
全
母
の
会
会
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
特
別
功
労

佐
藤　
孫
次

　

史
跡
顕
彰
会
理
事
長
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
多
賀
城
跡
の
保
全
と
、
文
化
財

保
護
意
識
の
継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
田　
英
彦

橋
本　
光
雄

岩
井　
修
一

　
管
理
校
医
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

健
康
診
断
に
従
事
し
、
児
童
の
疾
病
発

見
や
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦　
清
江

　
学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
健
康
診
断
に
従
事
し
、
児
童
の
健
康

管
理
や
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

原　
　
義
夫

　
社
会
教
育
振
興
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
本
市
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉　
　
久

　
体
育
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋　
祥
江

　
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

多
賀
城
市
体
育
協
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
社
会
体
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
芸
術
文
化
協
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
子
ど
も
会

活
動
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
特
別
功
労

伊
藤　
朝
夫

江
口　
　
健

遠
藤　
征
悦

　
農
業
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
本
市
農
業
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木　
那
彥

　
農
業
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

本
市
農
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

星　
　
誠
治

山
王　
英
男

　
商
工
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
本
市
商
工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

多
賀
城
・
七
ケ
浜
商
工
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
中
小
企
業

の
振
興
と
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

仙
台
農
業
協
同
組
合

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
農
業
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
特
別
功
労

松
田　
孝
昭

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
民
生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
特
別
功
労

渡
邉　
と
め

　
統
計
調
査
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
統
計
調
査
業
務
に
精
励
し
、
統
計
思

想
の
啓
発
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

保
健
衛
生
特
別
功
労

鈴
木　
久
志

大
江　
　
進

　
地
域
環
境
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

藤
原　
益
栄

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

設
楽　
隆
良

齊
藤　
規
夫

齊
藤　
軍
記

木
村　
栄
四
朗

　
区
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

郷
家　
　
肇

佐
藤　
忠
良

菅
野　
良
昭

鈴
木　
剛
春

及
川　
幸
一

中
澤　
俊
一

　
消
防
団
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
精
励
し
、
防
火
思
想
の
普
及

啓
発
と
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田　
丁
一

佐
藤　
一
宏

佐
藤　
　
信

　
交
通
安
全
指
導
隊
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
業
務
に
精
励
し
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤　
基
子

　
交
通
安
全
母
の
会
会
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

下
田　
祐
三

佐
藤　
長
松

伊
藤　
一
郎

芦
野　
勘
治

　
地
区
防
犯
協
会
長
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤　
敏
男

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
、多
年
に
わ
た
り
本
市
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井　
や
え
子

　
水
道
事
業
運
営
委
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
本
市
水
道
事
業
の
円
滑
な
運

営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
国
際
交
流
協
会

　
多
年
に
わ
た
り
、外
国
人
と
の
交
流・

支
援
事
業
を
と
お
し
て
、
本
市
の
国
際

化
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
建
設
災
害
防
止
協
議
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
災
害
に
強
い
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
地
域
活
性

化
と
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

多
賀
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
地
域
活
性

化
と
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

多
賀
城
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
水
道
事
業
の

円
滑
な
運
営
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
工
場
地
帯
防
災
協
議
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
災
害
に
強
い
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労

沼
崎　
好
子

大
井　
聖
幸

　
学
校
医
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
健

康
診
断
に
従
事
し
、
児
童
生
徒
の
疾
病

発
見
や
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

沖
ノ
井　
只
夫

高
野　
礼
子

　
社
会
教
育
振
興
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
本
市
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺　
忠
明

砂
野　
芳
弘

小
林　
眞
澄

　
体
育
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

川
島　
　
弘

古
関　
　
優

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

飯
田　
典
美

　
青
少
年
健
全
育
成
多
賀
城
市
民
会
議

役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
青
少
年

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

有
原　
秀
衛

　
青
少
年
専
任
補
導
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

武
田　
瑞
穗
子

　

生
涯
学
習
1
0
0
年
構
想
実
践
委

員
会
情
報
部
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
教
育
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

今
野　
絢
子

　
婦
人
会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と
奉

仕
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

澁
谷　
大
司

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
婦
人
会
連
合
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
社
会
教
育

活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

史
都
多
賀
城

　
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
「
史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り
」等
を
と

お
し
て
、
多
賀
城
市
の
歴
史
を
広
く
伝

え
る
な
ど
生
涯
学
習
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

遠
藤　
長
之

目
黒　
　
恭

　
農
業
共
済
部
長
兼
損
害
評
価
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
農
業
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤　
信
夫

　
宝
堰
加
瀬
溜
井
管
理
組
合
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
農
業
用
水
の
円
滑

な
通
水
に
努
め
、
ま
た
農
業
委
員
と
し

て
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤　
　
進

繁
泉　
善
一

　
多
賀
城
・
七
ケ
浜
ス
タ
ン
プ
会
理
事

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
本
市
商
業
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤　
太
治

伊
藤　
平
和

津
田　
孝
造

鎌
内　
誠
次

阿
部　
善
夫

　

多
賀
城
市
建
設
職
組
合
会
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
本
市
建
設
業
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

仙
塩
工
場

　
多
賀
城
地
区
連
絡
協
議
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
産
業
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
地
区

　
労
働
福
祉
連
絡
協
議
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
市
内
企
業
の
労
働

福
祉
環
境
の
維
持
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

社
会
福
祉
功
労

吉
澤　
文
子

石
垣　
ヨ
シ
ヱ

菅
原　
和
子

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
民
生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

濱
田　
久
晴

加
藤　
秀
幸

　
保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
更

生
保
護
活
動
を
と
お
し
、
明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
野　
く
に
子

　
更
生
保
護
女
性
会
役
員
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
更
生
保
護
活
動
を
と
お

し
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

阿
部　
昭
一

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
福
祉
増
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

　
多
年
に
わ
た
り
、本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
高
齢
者
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
功
労

山
本　
英
樹

門
間　
惠
子

　
統
計
調
査
員
と
し
て
、多
年
に
わ
た
り

統
計
調
査
業
務
に
精
励
し
、統
計
思
想
の

啓
発
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労

阿
部　
セ
ツ

相
澤　
節
子

菊
地　
勝
枝

　
地
域
環
境
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

星　
　
和
子

嶺
岸　
つ
ゑ

八
鍬　
礼
子

鎌
田　
カ
ヨ
子

佐
籘　
幸
子

鈴
木　
誠
子

伊
藤　
マ
サ
子

小
畑　
か
つ
ゑ

江
口　
直
子

　
保
健
衛
生
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
健
康
増
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
／
市
長
公
室
秘
書
担
当

内
線
2
1
7

市
制
施
行
40
周
年

記
念
式
典

　
11
月
１
日
に
総
合
体
育
館
で
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
市
政
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
多
賀
城
市
表
彰
条
例
お
よ
び
市
制
施
行
40
周
年
に
よ
る
特
別
要
綱
に
基
づ
き
、
市
勢
の
発
展
、
社
会
福
祉
の
向

上
、
産
業
の
振
興
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
の
方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
受
彰
者
の
氏
名
、
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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1990年～1999年

1990年
（平成2年）

4月 西部児童センター開館、仙南・仙塩広域
水道（七ヶ宿ダム水源）受水開始

6月 柏木遺跡、特別史跡に追加指定
7月 全国高等学校総合体育大会開催（ボクシ

ング競技）
10月 山王遺跡で全国初の「国守館」発見、また

「百済王」と書かれた漆紙文書出土
1991年

（平成3年）
11月 市制施行20周年（人口58,999人、世帯

数19,479世帯）
1992年

（平成4年）
4月 屋内ゲートボール場開館
7月 玉川排水路「野田の玉川」完成

1993年
（平成5年）

3月 鶴ケ谷デイサービスセンター開設
5月 「第1回花と緑のふれあいまつり」開催

山王遺跡千刈田地区特別史跡に追加指定

1994年
（平成6年）

2月 森郷第2配水池完成
8月 市長に鈴木和夫氏が就任（第3代市長）
9月 集中豪雨による被害発生

10月 「第1回壺の碑全国俳句大会」開催

1995年
（平成7年）

3月 中央ポンプ場完成、八幡ポンプ場完成、
多賀城公園野球場完成

4月 高崎中学校開校、特別養護老人ホーム「多
賀城苑」開設、高橋デイサービスセンター
開設、在宅介護支援センター開設

10月 多賀城駅前に観光案内所開設

1996年
（平成8年）

4月 ゼロ歳児保育・延長保育開始、住民票の
写しなどの自動交付機設置

11月 市制施行25周年（人口60,078人、世帯
数21,029世帯）

1997年
（平成9年） 3月 多賀城市史全巻完成

1998年
（平成10年）

6月 「多賀城碑」国の重要文化財に指定
10月 留ケ谷デイサービスセンター開設、市

ホームページ開設
11月 「第1回史都多賀城万葉まつり」開催
12月 樋の口大橋開通

1999年
（平成11年）

4月 天の山第1配水池完成
10月 東北歴史博物館開館（県立）

1980年～1989年

1980年
（昭和55年）

3月 第二学校給食センター開設、館前遺跡が
特別史跡に追加指定

4月 大代地区公民館開館、社会福祉センター
開館

9月 多賀城中学校新校舎完成
1981年

（昭和56年）
10月 市制施行10周年（人口51,425人、世帯

数14,492世帯）

1982年
（昭和57年）

4月 浮島保育所開所
7月 市民プール開館

1983年
（昭和58年） 6月 多賀城八幡小学校開校

1984年
（昭和59年）

3月 山王遺跡から「観音寺」と記された墨書土
器出土

4月 シルバー人材センター開設

1986年
（昭和61年）

6月 多賀城跡あやめ園開園
8月 台風10号（8・5豪雨）による被害発生

11月 市制施行15周年（人口54,501人、世帯
数17,418世帯）、市花に「あやめ」を制定、
保存樹木15件指定

1987年
（昭和62年）

4月 東豊中学校開校、文化センター開館

6月 「第1回多賀城跡あやめまつり」開催

1988年
（昭和63年）

4月 勤労者体育センター（テニスコート）開設
10月 「第1回多賀城薪能」開催

1989年
（平成元年）

6月 森郷第1配水池完成
11月 市役所新庁舎完成、市民憲章碑建立

1971年～1979年
1971年

（昭和46年）
11月 市制施行（人口37,550人、世帯数9,623

世帯）、初代市長に大場源七氏が就任、
市木「山茶花」制定

1972年
（昭和47年）

10月 皇太子同妃両殿下（現在の天皇皇后両陛
下） 多賀城跡などを視察

12月 「多賀城碑」「末の松山」「沖の井（沖の石）」
を市指定文化財に指定

1973年
（昭和48年）

3月 公共下水道事業開始
9月 多賀城跡で日本初の「漆紙文書」確認

12月 「伏石」「南安楽寺古碑群」を市指定文化財
に指定

1974年
（昭和49年）

4月 桜木保育所開所開館
7月 鶴ケ谷児童館開館
8月 勤労青少年ホーム開館

10月 東北歴史資料館開館（県立）

1975年
（昭和50年）

1月 心身障害児通園
施設「太陽の家」
開園

4月 笠神保育所開所、老人福祉センター開館、
城南小学校開校

5月 市長に伊藤喜一郎氏が就任（第2代市長）
12月 浩宮殿下（現在の皇太子殿下） 多賀城跡視察

1976年
（昭和51年）

3月 新田浄水場完成
4月 県立多賀城高校開校、第二中学校開校、

あかね保育所開所、多賀城地区緩衝緑地
帯開設

7月 市川配水池完成
11月 市制施行5周年（人口45,516人、世帯数

12,447世帯）、市民憲章・市民歌制定、
名誉市民に大場源七氏

12月 母子健康センター完成
1977年

（昭和52年）
4月 志引保育所開所

10月 老人憩の家完成

1978年
（昭和53年）

2月 多賀城跡管理事務所完成、山王小学校新
校舎完成

4月 多賀城市史編さん委員会発足
6月 県立貞山高校開校、宮城県沖地震発生、

市立図書館開館

1979年
（昭和54年）

4月 八幡保育所開所
5月 山王地区公民館開館

11月 総合体育館開館、「多賀城鹿踊」「多賀城
太鼓」初披露

2000年～2011年
2000年

（平成12年）
2月 多賀城駅周辺土地区画整理事業開始
3月 天の山第2配水池完成

2001年
（平成13年）

6月「第12回全国市町村あやめサミット」開催
9月 JR 東北本線・国府多

賀城駅開業、第56回
国民体育大会夏季大会
開催（ボウリング競技）

10月 第56回国民体育大会秋季大会（銃剣道競技）、
天皇皇后両陛下 東北歴史博物館を視察

11月 市制施行30周年（人口61,332人、世帯
数22,421世帯）、「弘安の碑」市指定文化
財に指定

2002年
（平成14年）

2月 多賀城駅周辺土地区画整理事業着手
4月 生涯学習支援センター開館、子育てサ

ポートセンター開館
8月 学 校 給 食 セ ン

ター（ドリーム
ランチ多賀城）
開設

2003年
（平成15年） 6月 市戸籍事務電算化

2004年
（平成16年）

1月 プラスチック製容器包装分別収集開始
6月 連続立体交差事業開始

2005年
（平成17年）

4月 指定管理者制度の導入（総合体育館・市民
プール・市民テニスコート・あかね保育所）

11月 「観音寺」銘墨書土器をはじめ考古資料7
件と菊池家文書、市指定文化財に指定
福岡県太宰府市と友好都市締結

2006年
（平成18年）

4月 山形県天童市と友好都市締結
8月 市長に菊地健次郎氏が就任（第4代市長）

11月 市制施行35周年（人口62,754人、世帯
数23,911世帯）

「第1回悠久の史都の灯り」開催

2007年
（平成19年）

10月 「史都そして詩都 多賀城創造プラン」策定
11月 埋蔵文化財調査センター体験館（多賀城史

遊館）開館、東北学院大学との連携協力に
関する協定締結、名誉市民に鈴木和夫氏

2008年
（平成20年） 6月 市民活動サポートセンター開館

2009年
（平成21年）

7月 都市計画道路玉川岩切線開通
10月 文化センター入館者500万人達成
11月 JR仙石線上り線高架切り替え

2010年
（平成22年）

2月 奈良県奈良市と友好都市締結
4月 シルバーワークプラザ開館
7月 天童家文書、市指定文化財に指定

2011年
（平成23年）

3月 第5次多賀城市総合計画書策定、東日本
大震災

11月 市制施行40周年

1971 11・1 　 　 2011 11・1

多賀城市40年の歩み 1971年（昭和46年）11月1日、3万人市制の適用をうけ、宮城県内9番
目の市として多賀城市が誕生しました。
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㈶
台
湾
佛ぶ
っ

教き
ょ
う

慈ツ
ー

濟チ
ー

基
金
会

に
よ
る
見
舞
金
の
支
給

　
㈶
台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
か
ら
、
被

災
者
に
生
活
支
援
と
し
て
住
宅
被
害
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
岩
手
県
沿
岸
市

町
村
、
気
仙
沼
市
、
石
巻
市
、
東
松
島

市
な
ど
で
同
様
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

対
象
／
3
月
11
日
時
点
で
多
賀
城
市
に

居
住
し
、
か
つ
住
ん
で
い
た
住
宅
が
全

壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
と
な
っ

た
世
帯
の
世
帯
主（
3
月
11
日
以
後
に

世
帯
主
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
新

た
な
世
帯
主
が
対
象
に
な
り
ま
す
）

日
時
・
地
区
割
／

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

支
給
額
／

申
請
に
必
要
な
も
の
／
り
災
証
明
書

（
提
出
用
、
コ
ピ
ー
可
）、
申
請
に
来
ら

れ
る
方
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）、
印
鑑

＊
世
帯
主
以
外
の
方
が
代
理
で
申
請
に

来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
記
載
例
を
参
考
に
委
任
状

を
作
成
し
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
3
月
11
日
時
点
で
多
賀
城
市
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
世

帯
人
数
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

㈶
台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
と
は
…

　
1
9
6
6
年
に
證
厳
法
師
が
台

湾
花
蓮
県
に
創
設
し
た
慈
善
団
体

で
す
。
台
湾
を
拠
点
と
し
て
医
療
、

建
設
、
教
育
、
社
会
文
化
な
ど
の

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
㈶
台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会

日
本
分
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

い
。

問
／
㈶
台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
日
本
分

会☎
0
3
・
3
2
0
3
・
5
6
5
1

（
受
付
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4

被
災
さ
れ
た
血
液
疾
患
患
者

の
支
援
金
に
つ
い
て

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
骨
随
バ

ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
い
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
造
血
幹
細
胞
移
植
の
対
象
疾
患

の
患
者
と
そ
の
家
族
で
、
災
害
な
ど
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
、
途
絶
し
た

た
め
に
治
療
に
必
要
な
財
源
の
確
保
が

困
難
な
方
に
患
者
支
援
金
を
給
付
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
、
支
援
給
付
金
の
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
全
国
骨
随
バ
ン
ク
推

進
連
絡
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
／
認
定
N
P
O
法
人
全
国
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

☎
0
3
・
3
3
5
6
・
8
2
1
7

健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

支
援
物
資
の
配
布

　
被
災
者
の
方
で
物
資
の
関
係
に
つ
い

て
お
困
り
の
方
を
対
象
と
し
、
衣
料
品

や
一
部
生
活
用
品
の
配
給
を
次
の
と
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
～
午

後
3
時

会
場
／
市
役
所
北
側
駐
車
場
旧
講
堂
付

近（
自
転
車
置
場
）

　
天
候
や
物
資
の
状
況
に
よ
り
予
告
な

く
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2
、
1
6
3

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
裁

判
所
手
続
案
内
窓
口

　
仙
台
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所
で
、

各
種
裁
判
手
続
き
を
総
合
的
に
ご
案
内

す
る
震
災
対
応
相
談
窓
口
を
、
仙
台
家

庭
・
簡
易
裁
判
所
庁
舎
内
に
設
置
し
ま

し
た
。
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
財
産

や
後
見
に
関
す
る
こ
と
、
借
金
の
返
済

な
ど
の
相
談
受
付
、
裁
判
手
続
き
な
ど

を
ご
説
明
し
ま
す
。

問
／
仙
台
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所

☎
7
4
5
・
6
0
9
0

復
旧
・
復
興
工
事
に
伴
う
発

掘
調
査
は
緩
和
さ
れ
ま
す

　
り
災
証
明
が
発
行
さ
れ
て
い
る
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
工
事（
被
災

し
た
家
屋
・
社
屋
な
ど
の
建
て
替
え
な

ど
）に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
の
緩
和

措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
0
1
3
4

☎
3
5
2
・
6
5
4
7

　本市では、東日本大震災で被災した住家のうち、地震地区内（津波被害を除く）に存する一部損壊の住宅所有者（戸
建住宅および分譲マンションの居住者）に対し、補助金を交付します。ただし、写真や領収書・契約書などにより、
支払ったことの確認が可能で、市が適性と認めた場合に限ります。
　対象住宅などは次のとおりです。希望される方は多賀城市役所6階一部損壊住宅受付窓口でお申し込みくださ
い（申込書配布は平成23年11月1日㈫からです）。なお、一部損壊の証明書をお持ちでない方は、損傷箇所の写真
を添付して、市民課へ申請してください。

復
興
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
震
災
に
よ
り
被
災
の
あ
っ
た
家
屋
の

片
づ
け
、
掃
除
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
お
手
伝
い
は
、
10
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

問
／
多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
復
興

支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
0
・
5
9
4
9
・
7
5
0
1

災
害
ご
み
に
つ
い
て

　
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご
み
を

市
の
災
害
ご
み
仮
置
き
場
へ
自
ら
搬
入

す
る
際
は
、「
搬
入
許
可
証
」が
必
要
で

す
。
搬
入
許
可
証
の
手
続
き
は
生
活
環

境
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
搬
入
で
き
る
も
の
は
、
地
震
・
津
波

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
も
の
で
す
。

＊
津
波
被
害
の
あ
っ
た
地
区
に
お
い

て
、
路
上
に
置
か
れ
た
災
害
ご
み
の
回

収
は
、
11
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
ご
み
を
排
出
す
る
場
合

に
は
、
生
活
環
境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類
／

①
搬
入
す
る
車
両
の
車
検
証（
大
型
車

不
可
）

②
り
災
証
明
書（
発
行
さ
れ
て
い
な
い

方
は
被
害
の
写
真
な
ど
）

③
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
場
合
は
工
事
請

負
契
約
書（
住
宅
応
急
修
理
は
申
請
書

の
写
し
）

許
可
内
容
／

①
搬
入
許
可
期
間
は
最
大
3
日
間

一部損壊住宅補修工事事業補助金制度

対象住宅等
（※①～⑤のす
べてに該当する
方に限ります）

①津波の被害を受けていない地区に存する住宅所有者
②市が発行するり災証明によって「一部損壊」の判定を受けている住宅所有者
③�平成23年11月1日時点で、被災者生活再建支援制度、住宅応急修理制度、義援金などの
各種の支援制度を利用していない住宅所有者

④居住の用に供している住宅所有者（分譲マンションの共有部分も含む）
⑤50万円以上の補修に要する費用を既に支出している住宅所有者

補助金額
①補修費が50万円以上100万円未満の場合：補助対象経費の10分の1（万円未満切り捨て）
②補修費が100万円以上の場合：10万円

申込期間 11月1日㈫から平成24年3月30日㈮まで（土曜・日曜日、祝日および年末年始を除く）

必要書類

①補助金交付申請書兼請求書（市ホームページからダウンロードできます）
②被災箇所の補修を証する写真（施工前・施工後）
③補修に要した費用を証する書類（工事代金明細書および領収書写し）
④市が発行するり災証明書の写し
⑤補助金の振り込みを希望する預金通帳の写し（申請者本人の名義のものに限る）

提出先 市役所6階一部損壊住宅補助金受付窓口　連絡先☎368-1141（内線627）
問い合わせ 市役所4階都市計画課都市計画係　連絡先☎368-1141（内線424～426）

②
4
ト
ン
以
下
の
車
両
一
台
の
み

手
続
き
期
間
／
月
曜
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時搬
入
時
間
／
月
曜
～
土
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）含
有
建
築
廃
材

に
つ
い
て

　
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
、
ほ
か
の
災
害
ご
み
と
は
区
別
し

収
集
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
一
般
の
方
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

市
が
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
廃
材
の

種
類
ご
と
に
分
別
し
、
飛
散
し
な
い
よ

う
対
策
を
講
じ
た
上
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6
～
2
5
8

一
般
住
宅
の
家
屋
解
体

　

5
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
被
災
家

屋
な
ど
の
解
体
作
業
は
、
地
区
ご
と
に

複
数
の
解
体
業
者
が
入
る
よ
う
調
整

し
、
月
1
2
0
件
を
目
安
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、地
区
割
り
や
解
体
予
定
日
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
一
般
住
宅
の
家
屋
解
体
は
、
遅
く

と
も
本
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6
～
2
5
8

東日本大震災で被災した
一部損壊住宅に対して、補助金を交付します 被

災
者
支
援
の
お
知
ら
せ

日　時 地　区
（3月11日時点の住所）

11月9日㈬
午前9時～午後4時

大代、栄、宮内、明月、
桜木

11月10日㈭
午前9時～午後4時 上記以外の地区

11月11日㈮
午前9時～午後2時

9日、10日に来るこ
とができなかった方

＊�混雑が予想されますので、余裕をもって
お越しください。

（記載例）
委任状

　私　多賀城太郎（世帯主の氏名）は、代理人
多賀城次郎（代理で来られる方の氏名）に㈶台
湾佛教慈濟基金会の見舞金の受領に関する一
切の権限を委任します。

平成23年11月○日

　3月11日の住所：多賀城市○○○○○○
　世帯主の署名：多賀城太郎（自筆）　 印

3
月
11
日
時
点

の
世
帯
人
数

1
世
帯
当
た
り

の
支
給
額

1
人

3
万
円

2
～
3
人

5
万
円

4
人
以
上

7
万
円

＊�
見
舞
金
は
、
会
場
で
直
接
手
渡
さ
れ

ま
す
。

　東日本大震災に係るり災証明のための家屋被害状況
調査（一次調査・再調査）は11月30日㈬までにお申し
込みください。
　なお、被害状況がわかる写真がある場合には、あわ
せてお持ちください。
問／税務課　内線151～156

家屋被害調査の受け付けは
11月30日㈬までに！！
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家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
自

主
撤
去
の
公
費
負
担

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
で
、

平
成
23
年
5
月
6
日
か
ら
開
始
し
た
家

屋
等
工
作
物
等
撤
去
の
受
付
以
前
に
撤

去
の
契
約
を
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
基

準
額
の
範
囲
内
で
公
費
負
担
の
対
象
と

し
ま
す
。

必
要
書
類（
写
し
は
不
可
）／

①
解
体
し
た
建
物
の
登
記
簿
謄
本

②
り
災
証
明
書

③
解
体
業
者
と
の
契
約
書
、
積
算
内
訳

書（
家
屋
は
各
階
の
面
積
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
擁
壁
の
場
合
は
高
さ
と
長
さ
が
必

要
）お
よ
び
領
収
書（
振
り
込
み
を
示
す

伝
票
）

④
解
体
前
・
解
体
中
・
解
体
後
の
写
真

⑤
処
分
費
が
か
か
っ
た
場
合
は
産
業
廃

棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

⑥
認
め
印（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

⑦
身
分
証
明
書（
顔
写
真
付
き
）

受
付
開
始
／
10
月
5
日
㈬
か
ら

受
付
場
所
／
市
役
所
2
階
生
活
環
境
課

受
付
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
4
時

（
祝
日
を
除
く
月
曜
～
金
曜
日
）

　
が
れ
き
や
車
両
な
ど
の
自
費
撤
去
分

の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
多
賀
城
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6
～
2
5
8

歩
車
分
離
式
信
号
機
の
設
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
故
障
し
て
い

た
一
部
の
信
号
機
が
歩
車
分
離
式
信
号

機（
適
用
時
間
午
前
7
時
～
午
後
6
時
）

と
し
て
復
旧
し
ま
し
た
。

設
置
場
所
／
工
場
入
口
交
差
点
、
八
幡

下
二
区
交
差
点
の
二
カ
所

歩
車
分
離
式
信
号
機
…
巻
き
込
み
事

故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
歩

行
者
と
車
両
が
通
行
で
き
る
時
間
帯

（
青
信
号
）を
分
離
し
て
い
る
信
号
機

を
い
い
ま
す
。

＊
歩
車
分
離
式
信
号
機
は
、
今
ま
で
の

信
号
機
と
動
作
が
異
な
る
た
め
、
運
転

者
は
車
両
信
号
を
、
歩
行
者
は
歩
行
者

信
号
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
警
察
署

☎
3
6
2
・
4
1
4
1

運
転
免
許
の
有
効
期
限
が
切

れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
東
日
本
大
震
災
の
特
例
に
よ
る
運
転

免
許
の
有
効
期
限
延
長
が
8
月
31
日
で

終
了
し
ま
し
た
。
更
新
し
な
か
っ
た
方

は
、
無
免
許
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
日
か

ら
6
カ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、「
学
科
試

験
と
実
技
試
験
が
免
除
」で
再
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
場
所
／
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー（
☎
3
7
3・3
6
0
1
）、
石
巻・

古
川
・
仙
南
各
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
9
時
30

分（
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
／
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
各
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
ま
で

塩
釜
警
察
署
☎
3
6
2
・
4
1
4
1

交
通
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　

今
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

国
土
交
通
省
と
宮
城
県
が
協
力
し
て
、

東
日
本
大
震
災
後
の
移
動
手
段
の
変
化

や
交
通
行
動
な
ど
を
把
握
す
る
た
め

に
、交
通
利
用
に
関
す
る
実
態
調
査（
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
市
内
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
世
帯
に
対
し
11
月
以
降
に
調
査
票

を
郵
送
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
県
都
市
計
画
課
企
画
調
査
班

☎
2
1
1
・
3
1
3
4

震
災
に
伴
う
所
得
税
の
還
付・

軽
減
の
相
談

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅
や
家

財
、
自
動
車
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
雑
損
控
除
な
ど
の
適
用
に
よ

り
平
成
22
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
所

得
税
の
還
付
や
軽
減
・
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
相
談
は
当
分
の
間
、
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
／
塩
釜
税
務
署

☎
3
6
2
・
2
1
5
1

　
自
動
音
声
案
内
番
号
に
従
っ
て「
0
」

番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
市
・
県
民
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
個
人
の
市
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
条
例
に
よ

り
、
新
た
に
次
の
も
の
が
減
免
の
対
象

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
減
免
措
置
に
お
け
る
申

請
お
よ
び
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
／
税
務
課
市
民
税
係

内
線　
1
5
1
～
1
5
3

国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

仮
設
店
舗
・
事
務
所
貸
与

事
業
希
望
者
募
集

　
震
災
に
よ
り
店
舗
な
ど
に
被
害
を
受

け
、
市
内
で
の
仮
設
店
舗
・
事
務
所
で

再
開
を
考
え
て
い
る
事
業
者
を
対
象
に

募
集
を
行
い
ま
す
。

仮
設
店
舗
等
種
類
／（
代
表
例
）

・
店
舗
事
務
所
タ
イ
プ
…
建
築
面
積
50

㎡
延
床
以
内

・
店
舗
倉
庫
付
き
タ
イ
プ
…
建
築
面
積

50
㎡
延
床
以
内

装
備
／

・
電
源
・
上
水
・
排
水
…
1
区
画
あ
た

り
1
カ
所

・
電
話
…
電
話
回
線
引
込
口
設
置（
回

線
契
約
は
入
居
者
に
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

・
ト
イ
レ
…
施
設
全
体
で
1
カ
所
の
共

同
水
洗
ト
イ
レ

建
設
場
所
／
市
内（
桜
木
・
町
前
）で
調

査
中

使
用
料
／
無
料

＊
水
道・光
熱
費
な
ど
は
入
居
者
負
担
。

貸
与
期
間
／
1
年
間
か
ら
3
年
間
程
度

入
居
等
／
入
居
申
請
は
市
が
審
査
を
し

て
許
可
し
ま
す
。

問
／
商
工
観
光
課
商
工
係

内
線
4
7
1
、
4
7
2

　東日本大震災により市内で施設・設備が直接的に被災した法人または個人事業者で、事業を市内で再開するた
めに復旧費を要した事業者に補助金を交付します。
　震災後、補助金交付決定の前に行われた復旧事業に要する経費についても、写真や領収書・契約書などにより、
支払ったことの確認が可能で、市が適正と認めた場合には対象となります。
　なお、申請受付開始直後は、大変混雑することが見込まれますので、余裕を持ってお越しください。

多賀城市被災事業者支援事業費補助金制度

対象事業者

東日本大震災により施設または設備が被害を受けた事業者のうち、下記のすべてに該当する
事業者
①震災時に現に市内で事業を営んでいた事業者
※多賀城市内に事務所、店舗、支店等が存在する必要があります。
②市内で施設および設備を復旧した事業者
③施設および設備の復旧に50万円以上の費用を要した事業者
●次の場合は対象外となります
1．�個人の事業者で平成23年11月1日時点で、国の被災者生活再建支援制度、東日本大震
災災害義援金、宮城県の住宅の応急修理制度に申請した事業者（ただし、申請内容の審査
の結果、交付を受けられなかった事業者を除く）

2．�平成23年11月1日時点において、中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業や商店
復旧支援補助事業等、国、県、市町村の公的支援金の内定もしくは交付の決定を受けた
事業者

3．農業・漁業・水産養殖業を営む事業者
4．�風俗営業等の規制および業務の適正化等に関する法律の規定による規制を受ける営業を
行う事業者（同法第2条第1項第7号および第8号に掲げる営業を行う事業者を除く）

5．�公的な機関など

対象施設・設備
施設：�店舗、事務所、事業所、工場、倉庫、生産施設、加工施設、販売施設、検査施設、共

同作業場、原材料置場など（店舗兼住宅などの場合は、住居部分の被害についても店舗
とみなします）

設備：�事業の用に供する動産（商品の仕入れ資金は設備の復旧額とはみなしません）

補助金額
①�施設および設備の復旧に要した経費が50万円以上100万円未満の場合：補助対象経費の
10分の1の額（1万円未満切り捨て）

②施設および設備の復旧に要した経費が100万円以上の場合：一律10万円
※申請から交付までに、1カ月程度要します。

申請期間 11月1日㈫から平成24年3月30日㈮まで（土曜・日曜日、祝日および年末年始を除く）

必要書類

①補助金交付申請書兼請求書（市ホームページからダウンロードできます）
②施設および設備の被災状況が確認できる書類および写真（り災証明書の写しなど）
③施設および設備の復旧に要した経費が確認できる書類（売買契約書、工事契約書の写しなど）
④復旧工事の施工前および施工後が確認できる写真
⑤補助金の振り込みを希望する預金通帳の写し（申請者本人の名義のものに限る）
⑥法人市民税確定申告書の写し（※個人事業主の場合は確定申告書の写し）

提出先 多賀城・七ケ浜商工会多賀城事務所（多賀城市伝上山三丁目1-12）　連絡先☎365-7830
問い合わせ 市役所4階商工観光課商工係　連絡先☎368-1141（内線471～473）

東日本大震災で市内で被災し、
市内で再開する事業者を対象に補助金を交付します

税
の
お
知
ら
せ

企
業
支
援
の

お
知
ら
せ

減免一覧表（市県民税・国民健康保険税）

市県民税

減免対象 合計所得金額 減免の割合

居住する住宅が半壊し、倒壊
による危険の防止または居住
するための補修費等が著しく
高額となること等の理由によ
り、住宅を解体（※）した場合
※生活再建支援法による解体
をいう

500万円以下 全部

500万円を超え
750万円以下 2分の1

750万円を超え
1000万円以下 4分の1

国民健康保険税 同上 全部

市県民税
国民健康保険税
共通

減免対象 減免の割合

特定避難勧奨地点（原子力災害事故発生後1年
間の積算線量20ミリシーベルトを超えると推
定されるとして特定された地点）の住居に居住
しているため、避難を行ったもの

全部
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2　職員の任免および職員数に関する状況
　⑴　採用試験の状況（平成22年度）

区　　分 申込者数 第1次試験
受験者数（A）

第1次試験
合格者数

第2次試験
受験者数

最終合格者数
（B）

競争倍率
（A）／（B）

上　級
行　政 291人 251人 72人 64人 9人 27.9倍
保健師 15人 12人 9人 7人 2人 6.0倍

初　級 事　務 33人 30人 15人 13人 3人 10.0倍

要実務経験
建　築 1人 1人 －　 －　 1人 1.0倍
情　報 2人 2人 －　 －　 1人 2.0倍
研究員 3人 3人 －　 －　 1人 3.0倍

合　　　計 345人 299人 96人 84人 17人 17.6倍
※採用試験は市長部局で実施しています。

　⑵　職員の退職に関する状況（平成22年度）

定年退職 勧奨退職 普通退職 死亡退職 その他 計
15人 2人 4人 0人 0人 21人

　⑶　職員に関する状況（平成22年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職 計
439人 13人 452人

※�一般行政職には、企業職給料表の適用を受ける職員を含みます（以下同じ）。

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　⑴　勤務時間の状況（平成22年4月1日現在。出先機関等を除く標準的なもの）

1日の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
8時間 午前8時30分 午後5時15分 正午から午後0時45分

　⑵　年次有給休暇の取得状況（平成22年）

対象職員 付与日数（A） 取得日数（B） 平均取得日数 取得率（B／A）
447人 16,970日 4,051日 9日 23.9％

※対象職員は、平成22年12月31日に在職していた職員です。
※付与日数には、前年から繰り越された日数を含みます。

　⑶　時間外勤務および休日勤務の状況（平成22年度）

時間外・休日勤務時間総時間数 職員1人当たり平均時間外・
休日勤務時間総時間数

109,365時間 155時間

4　給与のあらまし
　市職員の給与は、国や他の地方自治体とのバランス、国家公務員の人事院勧告を考慮して、市議会の審議を経
て条例により決定されています。
　なお、平成18年4月1日から「給与構造改革」を実施し、年功的な給与の上昇を抑制するとともに、より職務・
職責や勤務実績を重視する給与制度への転換を行っています。

　⑴　職員給与費の状況（平成22年度普通会計決算）

職員数（A） 給　　料
職員手当

計（B） 1人当たり
給与費（B）/（A）期末勤勉 その他

386人 14億2,324万円 5億859万円 4億370万円 23億3,553万円 605万円
（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
� 2　職員数は、水道事業などの公営事業会計を除く普通会計における人数です。

　⑵　職員の平均給料月額と平均年齢

区　　分
平成23年4月1日現在 平成22年4月1日現在

一般行政職 技能労務職 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 309,034円 291,226円 315,687円 288,733円
平均年齢 43.1歳 53.8歳 43.6歳 53.9歳

1　職員定数管理の状況
　本市では、平成18年3月に策定した「行財政改革アクションプラン」において、平成17年度からの6年間で35
人（7.2％）削減し、平成23年4月1日現在の職員数を450人とする目標を掲げてきました。
　平成23年4月1日現在の職員数は、前年度と比較して5人減の447人となり、計画当初の削減目標を超える
38人の削減となりました。
　今後も事務事業の見直しや事務処理の効率化を図ることにより、引き続き適正な定数管理に努めます。

　本市職員の年齢構成を見ると、48歳以上が209名（46.8％）となっており、毎年15人前後の職員が定年退職す
るという状況が今後10年程度続くと見込まれます。
（注）職員数には、市長などの特別職や臨時職員および非常勤職員は含みません。また、市が人件費の負担を要しない宮城東部衛生処
理組合への派遣職員も除外していますが、教育公務員である教育長は職員数に含めています。
� 問／市長公室（行政経営担当）　内線212～214

人事行政の運営状況と給与のあらまし

市職員の定数や給与についてお知らせします

56歳以上
年齢

52～55歳
48～51歳
44～47歳
40～43歳
36～39歳
32～35歳
28～31歳
24～27歳
20～23歳
20歳未満

人数

68
77

23
40

40
31
31

15
5

53

64

0 10 20 30 40 50 60 70 80

　⑵　年齢別職員構成（平成23年4月1日現在）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 年度

482 480

460

447

450

471485

485

474

457
452

465

職員数

計画 目標職員数
実績 実職員数

484

484

440 人

450人

460人

470人

480人

490人

500人

　⑴　定員適正化計画の数値目標および推進状況

（注）「目標職員数」および「実職員数」は、表記年の4月1日時点です。
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正
副
議
長
決
定

議　
長　
　
板
橋　
惠
一　
氏

副
議
長　
　
藤
原　
益
栄　
氏

報
告

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に

つ
い
て

　
6
月
11
日
に
発
生
し
た
市
職
員
が
運

転
し
て
い
た
公
用
車
と
走
行
中
の
車
両

と
の
衝
突
事
故
及
び
7
月
21
日
に
発
生

し
た
市
職
員
が
運
転
し
て
い
た
公
用
車

と
停
車
し
て
い
た
車
両
と
の
接
触
事
故

に
つ
い
て
、
相
手
方
と
和
解
し
、
損
害

賠
償
額
を
決
定
し
、
専
決
処
分
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

人
事

▼
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
9
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
鈴
木

ヒ
ト
ミ
委
員
の
後
任
と
し
て
樋
渡
奈
奈

子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
9
月
10
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
阿

部
五
一
委
員
の
後
任
と
し
て
、
吉
田
瑞

生
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴

い
、
現
行
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
被
害
者

に
対
す
る
市
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
市
税
等
の
納
税
義
務
者
の
居
住
す
る

住
宅
が
半
壊
と
認
定
さ
れ
た
後
に
解
体

し
た
場
合
の
当
該
市
税
等
に
つ
い
て
、

ま
た
、
市
税
等
の
納
税
義
務
者
が
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
定
め
る
特

定
避
難
勧
奨
地
点
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
避
難
を
行
っ
た
場
合
の
当
該

市
税
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
減
免
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に

つ
い
て

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
津

波
に
よ
り
、
水
没
し
た
公
用
車
の
賃
貸

借
契
約
を
解
除
す
る
に
当
た
り
、
契
約

の
相
手
方
と
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額

を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
多
賀

城
市
あ
か
ね
保
育
所
の
指
定
管
理
者
の

指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
学
校
法
人
高
橋

学
園
が
、
本
市
に
返
還
す
べ
き
同
保
育

所
の
管
理
経
費
を
返
還
し
な
い
た
め
、

管
理
経
費
の
返
還
を
訴
訟
手
続
に
よ
っ

て
請
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
宮
城
中
央
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会

の
廃
止
に
伴
う
精
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
3
月
31
日
限
り
で
廃
止
し

た
宮
城
中
央
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会

の
精
算
事
務
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
防
災
行
政
無

線
整
備
工
事
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算

▼
平
成
22
年
度
多
賀
城
市
一
般
会
計
決
算

及
び
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
2
3
3
条
第
3
項

の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
表

1
）

▼
平
成
22
年
度
多
賀
城
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
4
項
の

規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
表

2
）報

告
▼
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て

▼
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
第
3
条
第
1
項
及
び
第
22

条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
委
員
の

意
見
を
付
け
て
表
3
の
と
お
り
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
6
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
表
4
～
6
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　⑶　ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
　　�　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　�　本市のラスパイレス指数は92．5で、全国市平均98．
8と比較すると、6．3ポイント下回る水準となっています。

　　�　また、5年前と比較すると、1．1ポイント低下してい
ます。

　⑷　特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）
　　�　平成12年4月から、市長の給料および期末手当は10％を減じ、副市長の給料および期末手当は5％減じ
て支給されています。

問／総務課人事係
内線224～227

多賀城市 全国市平均
90
92
94
96
98
100

（H22）
92.5

（H17）
97.6

（H22）
98.8

（H17）
93.6

区　　分 給料月額など 減額状況 減額後月額

給　　料
市　　　長 964,000円 10% 867,600円
副　市　長 780,000円 5% 741,000円
水道事業管理者 551,000円

報　　酬
議　　　長 481,000円
副　議　長 412,000円
議　　　員 384,000円

期 末 手 当

市　　　長
（平成22年度支給割合）　3.85月分副　市　長

水道事業管理者
議　　　長

（平成22年度支給割合）　2.95月分副　議　長
議　　　員

第
3
回
市
議
会
定
例
会
の
結
果

　
平
成
23
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会
が
9
月
22
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
、
26
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
議
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■平成22年度多賀城市一般会計決算・特別会計決算（表1） （単位：円）
会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差 引 残 額
一 般 会 計 20,026,174,024 19,289,092,546 737,081,478

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 5,564,833,109 5,552,313,228 12,519,881
老人保健 2,845,697 2,845,697 0
後期高齢者医療 421,738,808 409,964,776 11,774,032
介護保険 2,940,166,880 2,869,066,034 71,100,846
下水道事業 3,009,882,800 2,896,668,841 113,213,959

小　　　　　計 11,939,467,294 11,730,858,576 208,608,718
合　　　　　　　　計 31,965,641,318 31,019,951,122 945,690,196

■平成22年度多賀城市水道事業会計決算（表2） （単位：円）
会 計 区 分 収　　　　　入 支　　　　　出 差　　　　　引

収 益 的 収 支 1,946,296,020 1,696,902,508 249,393,512
資 本 的 収 支 131,572,860 662,058,805 ▲530,485,945

■平成23年度多賀城市特別会計補正予算（表5）（単位：千円）
会計区分 補正前の額 補　正　額 計

国民健康保険特別会計 5,852,000 ▲16,190 5,835,810
後期高齢者医療特別会計 446,000 11,861 457,861
介護保険特別会計 3,313,000 ▲42,369 3,270,631
下水道事業特別会計 4,415,119 123,881 4,539,000

主な一般会計補正予算� （単位：千円）
・被災住宅応急修理事業の増額� 90,074
・被災事業者再建支援事業の追加� 103,390
・被災住宅補助事業の追加� 70,100
・災害廃棄物回収事業の増額� 4,512,864
・被災家屋解体事業の増額� 4,100,403
・災害援護資金貸付事業の増額� 300,840

■平成23年度多賀城市一般会計補正予算（表4）（単位：千円）
会計区分 補正前の額 補　正　額 計
一般会計 31,768,174 9,752,987 41,521,161

資金不足比率　※2 経営健全化
基準

下水道事業（法非適用企業） － 20%
水道事業（法適用企業） － 20%

健全化判断比率　※1 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － 13.1% 20%
連結実質赤字比率 － 18.1% 35%
実質公債費比率 9.7% 25% 35%
将来負担比率 17.1% 350% －

■平成22年度決算に基づく
　健全判断化比率・資金不足比率（表3）

※1�　実質赤字比率および連結実質赤字比率は、両比
率とも黒字のため「－」の標記になります。

※2�　下水道事業および水道事業とも、資金不足が生
じていないため「－」の標記となります。

（収益的収入および支出） （単位：千円） （資本的収入および支出） （単位：千円）
既決予定額 補正予定額 計 既決予定額 補正予定額 計

収　入 1,855,048 ▲304,253 1,550,795 収　入 149,191 44,745 193,936
支　出 1,724,656 ▲7,195 1,717,461 支　出 709,759 ▲40,351 669,408

■平成23年度多賀城市水道事業会計補正予算（表6）
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市

政

情

報

トクヒ）アジアアリガト、アヒコヒロシ、シャ）イズノクニシカンコ、イトウヒロアキ、筌口たかし有
志の会、筌ノ口ひまわり会、エンビ・ホリゾン推進協会、カノガワカルノイストジ、（有）源、ササ
キアキオ、商店街振興組合三条通ショッピングモール、東京マラソン2012を楽しもう、とみおか
夏まつり実行委員会、奈良もちいどのセンター街協同組合、西岡清美・雅枝、日本女子プロ将棋協会、

東能ヶ田尚和会、ヒラカワシタイイクキヨウカ、特定非営利活動法人 府中市電設業協会、ヨコヤママサキ、ワタナベカツキミ
アヒコヒロシ、イケダヤスヒコトモミ、石井二郎、オカダマサキ、加藤操、カミムラミカ、（株）
山陽瓦、（株）山陽瓦社員一同、ジェイティービー、ジンノタカユキ、スズキワカコ、（株）関空
間設計、タナカシンジ、TWエンジニアリング（株）、天理大学、ナカニシミカ、新田中区民盆
踊り実行委員会、ヒウラヨシハル、フチュウシヤクショブンカ、ボーイスカウト府中第2団 ガー

ルスカウト東京第28団、マツダシン、夢コーポレーション（株）夢屋多賀城店、ワタナベカツキミ、ワタナベヒサユキ
（株）グランド・レリジオン、（株）現代けんこう出版、親王院 千葉別院、日本木
酢液協会、花の王国あいち推進事業実行委員会、兵庫県赤穂市、兵庫県稲美町、
兵庫県高砂市、兵庫県三田市、福岡県大野城市、北海道登別市、ミニサロン「え

んがわ」、目白浄清楽、龍頭寺 横浜布教所

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
の
宮
城
県
政
の

あ
り
方
を
左
右
す
る
私
達
に
と
っ
て
大

変
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
で
す
。

　
棄
権
し
な
い
で
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

　
今
回
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
2
つ

の
要
件
を
同
時
に
満
た
す
方
で
す
。

①
平
成
23
年
8
月
3
日
ま
で
に
住
民
票

が
作
成（
転
入
届
）さ
れ
て
お
り
、
基
準

日（
11
月
3
日
）に
お
い
て
引
き
続
き
3

カ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
。

②
平
成
3
年
11
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方最

近
転
入
さ
れ
た
方

　
平
成
23
年
8
月
4
日
以
降
に
県
内
の

他
市
区
町
村
か
ら
転
入
届
を
さ
れ
た
方

で
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
本
市
の
市
民
課

で
発
行
す
る「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」を
持
参
し
て

前
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
。

最
近
転
出
さ
れ
た
方

　
平
成
23
年
8
月
4
日
以
降
に
本
市
か

ら
県
内
の
他
市
区
町
村
へ
転
出
さ
れ
た

方
で
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
市
区
町
村

で
発
行
す
る「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」を
持
参
す
れ

ば
、
本
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　
投
票
所
入
場
券
は
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
11
月
4
日
頃
に
届
く
予

定
で
す
。

　
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
に
入
場
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、

広
報
多
賀
城
11
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

た『
多
賀
城
市
内
投
票
所
の
ご
案
内
』ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
携
帯
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

　
選
挙
期
間
中
、
仕
事
、
旅
行
、
避
難

先
に
お
住
い
な
ど
の
事
情
で
他
の
市
区

町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
な

ど
交
付
の
た
め
の「
宣
誓
書（
兼
請
求

書
）」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
多
賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
あ
ら
か
じ
め
請
求
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
多
賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
滞
在

先
へ
投
票
用
紙
な
ど
を
お
送
り
し
ま

す
。病

院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
施
設
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
す
る「
郵
便
投
票

証
明
書
」が
必
要
で
す
。
証
明
書
が
必

要
な
方
は
、
11
月
9
日
㈬
ま
で
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
が
利
用
で
き
る
方

は
、身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
、介
護
保

険
の
要
介
護
5
な
ど
の
人
が
対
象
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

期
日
前（
不
在
者
）投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
、
旅
行
、
入
院
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
方
の
ほ
か
、
自
営

業
の
方
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で

あ
っ
て
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
時
点
で
20
歳
未

満
の
方（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
）は
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

期
間
／
11
月
5
日
㈯
～
12
日
㈯　

時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

会
場
／
多
賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

持
ち
も
の
／
投
票
所
入
場
券（
入
場
券

が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

　物資の提供・人的支援をいただいた個人の方と、匿名で義援金・寄付金をご提供いただいた方については、掲
載を控えさせていただいています。また、記載漏れやお名前の誤りがありました場合はご容赦ください。
� （敬称は略させていただきます）
9月1日から9月30日まで新たにご支援いただいた方々を紹介します

家
庭
で
の
男
女
共
同
参
画

●
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
豊
か
な
生

活
を
送
る
●

　

こ
れ
ま
で
、「
男
性
は
働
い
て
家
族

を
養
い
、
女
性
は
家
事
や
育
児
、
介
護

を
す
る
」と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
生
活
に
関
す
る

こ
と
は
、
女
性
が
担
う
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
一
方
で
、
近
頃
は「
イ
ク
メ
ン
」と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
育
児

や
家
事
に
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
と
考

え
る
男
性
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
若

い
世
代
の
男
性
や
女
性
を
中
心
と
し
て

価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
当

た
り
前
に
感
じ
て
い
た
家
庭
生
活
に
関

す
る
こ
と
を
、
男
性
も
女
性
も
お
互
い

が
仕
事
の
こ
と
も
家
庭
の
こ
と
も
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
分
け
合
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
一
人
一
人
が
お
互
い
の
意
見
を
尊
重

し
合
い
、
認
め
合
い
な
が
ら
、
家
族
み

ん
な
で
支
え
あ
っ
て
暮
ら
す
こ
と
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
気
づ
く
こ
と
●

　
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ

た
考
え
が
無
意
識
に
で
も
浮
か
ぶ
こ
と

が
あ
る
と
し
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
中

に
性
別
に
よ
る
固
定
観
念
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
性
別
に
よ
る
固
定
観
念
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
そ
れ
が
自
分
の
中
に
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に「
気
づ

く
」こ
と
が
大
切
で
す
。

●
認
め
あ
う
こ
と
●

　
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
家
事
な

ど
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い

た
と
し
て
も
、
急
に
家
事
を
が
ん
ば
ろ

う
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
働
く
こ
と
、
家
事
を
す
る

こ
と
、
育
児
を
す
る
こ
と
、
介
護
を
す

る
こ
と
な
ど
、
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
実
感
を
、
家
族
全
員
が
感
謝

や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
で
表
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
2

『
史
都
　
多
賀
城
　
や
さ
し
さ
共
生
プ
ラ
ン
』

�

～
認
め
合
い
　
育
み
合
い
　
共
に
歩
む
社
会
実
現
の
た
め
に
～
②

投
票
・
開
票
速
報

　
投
票
日
当
日
は
、
投
票
・
開
票
の
状

況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
携
帯
サ
イ

ト
で
随
時
公
表
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w

w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/

市
携
帯
サ
イ
ト
／

http://w
w

w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/m

/s/

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

全国の皆さんからのご支援に感謝します

義 援 金
計  1億5,875万3,432円

寄 付 金
計  1億4,061万3,585円

物資提供・人的支援

「
投
ひ
ょ
う
は
　
あ
な
た
が
主
役
　
さ
ぁ
行
こ
う
」

宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日 

11
月
4
日
㈮
・
投
票
日 

11
月
13
日
㈰

多賀城市役所

入口 駐車場

社会福祉
協議会

母子健康
センター

選挙管理委員会
事務局

育児にかかわる時間を
もっと増やしたいから、
家事と仕事のバランスを
考えながら、
分け合っていこう！

安心して仕事も家事も分け合って
いけるように、みんなで支え合おう！
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市

政

情

報

　
12
月
か
ら
西
部
地
区
で
、
新
た
な
バ
ス

の
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
試
験
運
行

は
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
2
年
4
カ
月
。

運
賃
は
本
年
度
末
ま
で
無
料
、
平
成
24
年

度
か
ら
は
有
料
で
運
行
し
ま
す
。

▼
運
行
の
目
的

　
被
災
者
や
高
齢
者
ら
が
外
出
す
る
際
の

足
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
仮
設

住
宅
を
経
由
し
、
病
院
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
駅
、
公
共
施
設
な
ど
へ
移
動
で

き
る
バ
ス
を
試
験
運
行
し
な
が
ら
、
西
部

地
区
の
バ
ス
需
要
を
調
査
し
ま
す
。

▼
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

便
数
／
1
日
6
便

停
留
所
数
／
21
個
所

　
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
西
部
地
区

の
方
に
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
今
後
に
つ
い
て

　
バ
ス
需
要
は
平
成
25
年
度
末
ま
で
、
利

用
実
績
の
把
握
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
調
査
し
ま
す
。

　
試
験
運
行
中
は
利
用
状
況
に
応
じ
て
バ

ス
ル
ー
ト
や
時
刻
表
な
ど
を
見
直
し
な
が

ら
運
行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
乗
車
が
公
共

交
通
網
の
維
持
・
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
〜
2
1
4

　

七
ケ
浜
町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
こ
」

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
暫

定
路
線
お
よ
び
暫
定
時
刻
に
て
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
12
月
1
日
か
ら
運
行

路
線
の
一
部
が
元
に
戻
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
運
行
時
刻
の

一
部
も
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
時
刻
表
は
、
11
月
1

日
か
ら
バ
ス
の
車
内
に
て
配
布
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
／
七
ケ
浜
町
政
策
課

☎
3
5
7
・
7
4
3
9

㈱
ジ
ャ
パ
ン
交
通

☎
3
6
6
・
2
5
1
1

　
市
内
の
木
造
住
宅
で
耐
震
改
修
工
事

等
を
実
施
す
る
場
合
に
工
事
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
／
多
賀
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業
お
よ
び
多
賀

城
市
耐
震
改
修
計
画
等
支
援
事
業
に
よ

る
耐
震
精
密
診
断
の
総
合
評
点
が
1
・

0
未
満
の
住
宅
で
、
耐
震
改
修
工
事
施

行
後
の
総
合
評
点
が
1
・
0
以
上
と
な

る
住
宅
。
ま
た
は
、
総
合
評
点
が
0
・

7
未
満
の
住
宅
で
宮
城
版
住
宅
に
建
替

え
す
る
住
宅
。

補
助
金
額
／
55
万
円
以
内（
補
助
対
象

工
事
費
限
度
額
90
万
円
の
18
分
の
11
以

内
、
耐
震
改
修
工
事
お
よ
び
そ
の
他
改

修
工
事
を
実
施
す
る
場
合
）

募
集
件
数
／
10
件（
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
）

申
込
／
11
月
1
日
㈫
か
ら
11
日
㈮
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）に
指
定
の
申

請
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
初
の

申
し
込
み
は
申
請
書
1
枚
の
み
で
す
が

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
方
は
次
の
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
市
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
結
果
報

告
書
の
写
し
②
耐
震
改
修
計
画
書
の
写

し
③
耐
震
改
修
設
計
図
書
の
写
し
④
耐

震
改
修
工
事
に
係
る
見
積
書
⑤
市
町
村

民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す

る
書
類（
同
居
家
族
全
員
分
）

抽
選
日
時
・
場
所
／
11
月
16
日
㈬
午
後

2
時
・
市
役
所
地
下
B
1
0
1
会
議

室申
込
・
問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
4

（有）新井企業、（社）伊豆の国市観光協会、イトウサトミ、イワモトカズシ、（有）内海運送、（株）エクシス、オオイタケンタケ
タシチヨウ、金沢商店、（株）カネミヤ、木村治美、こころのクリニック みどりの風、コンノトシユキ、サクライコウヘイ、タ
ナベマサハル、出羽桜酒造（株）、てんどう五日会、東奥商事（株）、友綱部屋、ナカガワヤスシ、なまずの会、韮山ライオンズ
クラブ、フチュウシミヤニシチヨウコ、松崎商店、ユ）ミチナス、ミヤギケンシチヨウカイ、向山夏まつり模擬店、村山美術、（株）
YAMANAKA

愛知県幸田町議会議員有志、オカダマサキ、カミムラミカ、クドウヨシヒロ、下馬商店振興会婦人部、コンノトシユキ、サイ
トウタツオ、（株）ジオクリエート、神野里子、スズキワカコ、セイケイブンカケンキュウカイ、（社）日本補償コンサルタント
協会、白門市長会、東田中南自治会、マツダシン、真名井製作所、ミウラヤスシ、宮城県市長会、ヤグチユカ、ワタナベヒサ
ユキ

アパレルアイ（株）、医療法人菅野愛生会緑ヶ丘病院、群馬県富岡市ボランティアグループうどんの会、坂戸よさこい実行委員会、
島根県益田県土整備事務所津和野土木事業所、福島県伊達市、（株）明灯

　東日本大震災で甚大な被害を受けた多賀城市へ、全国各地の皆さんから多くのご支援をいただき、ありがとう
ございます。
　8月31日現在で、義援金1億5,646万2,794円、寄付金1億3,895万5,150円と多くの物資の提供・人的支援
をいただいています。これまでの多大なご支援に感謝するとともに、一日も早い復興に向けて全力で取り組んで
おりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、物資の提供・人的支援をいただいた個人の方と、匿名で義援金・寄付金をご提供いただいた方については、
掲載を控えさせていただいています。また、記載漏れやお名前の誤りがありました場合はご容赦ください。
	 （敬称は略させていただきます）

■空間放射線量率
　本市では市役所前で平日定点測定、さらに市内8施設では毎週水曜日
測定しておりますが、いずれの測定値も健康に影響を与えるレベルで
はありませんので、ご安心ください。
・市役所前の測定値（9月12日㈪〜10月11日㈫）
　 平均測定値（測定の高さ）：0.07マイクロシーベルト／時間（地表から

0.5mおよび1m）
問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234〜236
■農作物の放射性物質測定結果（10月11日現在）
　市独自で農作物の放射性物質を測定していますが、検出されていま
せんので、ご安心ください。
問／農政課農政係　内線441
■水道水の放射能測定結果
　東北大学の協力を得て水道水の放射能を測定していますが、放射性
ヨウ素、放射性セシウムは検出されませんでしたので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787
　なお、詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。

　文化センターは、現在、施設修繕工事に着手しており何かとご不便をおかけしております。
　市民会館、中央公民館、埋蔵文化財調査センター収蔵展示室は平成24年4月1日㈰から利用を再開する予
定です。

予約受付について
　通常、市民会館は利用日の1年前からの予約受け付けとなっておりますが、震災の影響により、次のスケ
ジュールにて、予約受け付けを行います。
　予約受け付けは、それぞれ午前9時から午後7時まで、電話での仮予約は午後1時から午後7時までです。
○市民会館（大ホール・小ホール・展示室・リハーサル室・練習室・楽屋）
平成23年予約スケジュール 平成24年予約スケジュール
予約受付日 利　用　日 予約受付日 利　用　日

12月6日㈫～ 平成24年　4月1日㈰～4月30日㈪分 平成24年1月11日㈬～ 平成24年　10月2日㈫～11月4日㈰分
12月9日㈮～ 平成24年　5月2日㈬～6月3日㈰分 平成24年1月13日㈮～ 平成24年　11月6日㈫～12月2日㈰分
12月13日㈫～ 平成24年　6月5日㈫～7月1日㈰分 平成24年1月17日㈫～ 平成24年　12月4日㈫～12月27日㈭分
12月16日㈮～ 平成24年　7月3日㈫～7月29日㈰分 平成24年1月20日㈮～ 平成25年　1月5日㈯～1月23日㈬分
12月20日㈫～ 平成24年　7月31日㈫～9月2日㈰分 平成24年1月24日㈫～ 通常通り
12月23日㈮～ 平成24年　9月4日㈫～9月30日㈰分

　予約につきましては、利用する月毎に受け付けを行いますのでご注意ください。
　詳しくは文化センターホームページ（http://tagajo-bunka.jp）または、文化センター事務所窓口にてご確
認ください。
○中央公民館（会議室・和室・茶室・料理実習室・創作室・児童創作室）
　平成24年2月1日㈬から、通常通り予約受け付けを開始します。

自動交付機について
　今までご不便をおかけしておりました自動交付機につきましては、11月1日㈫から使用できるようになり
ました。
　利用時間は文化センター休館日（月曜日、ただし月曜日が祝日の場合はその翌日、または祝日の翌日、ただ
し土曜・日曜日を除く）を除く、午前9時から午後5時までとなります。
問／文化センター　☎368-0131　　ホームページhttp://tagajo-bunka.jp

市内の放射線等の測定結果について

期
間
／
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
。（
た

だ
し
、
接
種
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了

し
ま
す
）

対
象
／
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
70
歳
以
上
の
方（
震
災
時
、
宮
城

県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
を
含
む

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
に
70
歳
以
上

に
な
る
方
）

自
己
負
担
／
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
全
額

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

実
施
医
療
機
関
／
宮
城
県
内
の
医
療
機

関
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

申
込
／
医
療
機
関
の
窓
口
で
直
接
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
〜
1
3
4

七
ケ
浜
町
民
バ
ス

「
ぐ
る
り
ん
こ
」運
行
路
線
・

運
行
時
刻
の
一
部
見
直
し

多賀城市文化センターよりお知らせ 西
部
地
区
に
新
た
な
バ
ス
　
12
月
か
ら
試
験
運
行
開
始

木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
促
進
事
業

補
助
金
利
用
者
募
集

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
助
成

事
業

補助金額を
拡大しました

産業道路

国道45号

1（24） 
多賀城駅前

 市役所前 2（23）

3（22） 高崎中前

20 国府多賀城駅南口

21 城南

19 あやめ園前

4 高橋四丁目

高橋三丁目 5

6
多賀城苑前

7
旧山王市営
住宅入り口

山王二区 8山王小学校前 9

関合橋 11

北安楽寺 12

13
新田浄水場

岩切駅前 14

15
一里塚

16 庚申 17 JA仙台
　  南宮支店前

18 山王地区
　  公民館前

あかね
保育所前

多賀城駅

仙石線仙台育英

生協高砂店

山王市営住宅跡地
国府多賀城駅南地区

高橋地区生活センター

高橋公園
ヨークベニマル

ホーマック
ヤマザワ

城南小
東北本線国府多賀城駅

岩切駅

泉・塩釜線

陸前山王駅

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

仙
台
臨
海
鉄
道

10
N

万葉号運行時にあったバス停
新設するバス停
仮設住宅

12月から運行予定のバスルート図
※�バスは多賀城駅前始発で、北回りと南回りを交互に
運行します。
※�図中のバス停には、南回りで運行する際に通過する
順に数字を付けています。
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

次世代の社会を担う子どもたちの育ちを社会全体で支援するために、子どもを養育している方に支給される手当です。

●子ども手当を受けるためには／　
認定請求が必要です。公務員の方は、
勤務先で手続きしてください。
（独立行政法人にお勤めの方は、市役
所で手続き）
●手続きが必要な方／中学校卒業前
のお子さんを養育している保護者の
方
＊これまで、子ども手当を受け取っていた方も含めて、中学校卒業までのお子さんを持つ全ての方の申請が必要
です。
●申請猶予期間／平成23年10月1日の時点で受給資格のある方は、3月末までに手続きを行えば10月分から該
当になります。
●手続きの方法／市役所1階こども福祉課児童福祉係で手続きをしてください。
●手続きに持参するもの／①請求者（保護者）の印鑑（朱肉を使用するもの）②請求者（保護者）名義の通帳③請求者
（保護者）の健康保険被保険者証などのコピー
＊�お仕事の都合（単身赴任）などで、支給の対象となるお子さんが多賀城市以外にお住まいの場合は、お子さんの
住所地の市町村から世帯全員の住民票をお取りいただき、手続きの際に提出してください。（その他、必要に応
じて、書類を提出していただく場合があります。）
＊お子さんが海外に住んでいたり、児童福祉施設に入所しているときは受給できません。
問／こども福祉課児童福祉係　内線181・182

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に

よ
り
、
町
内
会
や
地
域
団
体
な
ど
が
、

地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
な
ど
を
揃
え

る
場
合
や
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
備
品
の
購
入
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
の
た
め

の
資
金
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
南
宮
自
治
会
、
向
山

町
内
会
、
笠
神
自
治
会
、
八
幡
下
一
区

の
4
団
体
へ
の
助
成
が
採
択
さ
れ
、
パ

ソ
コ
ン
、
音
響
機
器
や
発
電
機
と
い
っ

た
地
域
行
事
用
備
品
な
ど
の
購
入
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
2

　
実
業
団
女
子
日
本
一
を
決
定
す
る
大

会
が
今
年
か
ら
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
国
内
女
子

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
宮
城
を
駆
け
抜

け
ま
す
。

　
震
災
か
ら
復
興
の
歩
み
を
進
め
る
中

で
本
大
会
は
復
興
祈
念
大
会
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
沿
道
で
選
手
へ
の
温
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
18
日
㈰
午
後
0
時
10
分　

松
島
町
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
松
島
町
中
央
公
民
館
か
ら
仙

台
市
陸
上
競
技
場
を
結
ぶ
42・1
9
5
㎞

（
市
内
は
国
道
45
号
が
コ
ー
ス
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

当
日
は
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

規
制
に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
広
報
多
賀
城
12
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

内
線
5
4
3

　

標
準
営
業
約
款
制
度（
S
マ
ー
ク
）

は
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た

だ
く
際
の
安
全
・
安
心
の
目
印
で
す
。

S
マ
ー
ク
登
録
店（
理
容
店
、
美
容
店
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、

一
般
飲
食
店
）は
、
店
頭
に
S
マ
ー
ク

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

＊
安
全
で
あ
る
こ
と（
S
a
f
e
t
y
）

　
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消

費
者
に
速
や
か
に
そ
の
賠
償
が
行
え
る

よ
う
、
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
清
潔
で
あ
る
こ
と（
S
a
n
i
t
a

t
i
o
n
）

　
消
費
者
が
常
に
清
潔
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、営
業
施
設
の
構
造・

設
備
に
つ
い
て
の
管
理
基
準
を
定
め
、

こ
れ
を
維
持
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

＊
安
心
で
あ
る
こ
と（
S
t
a
n
d
a
r
d
）

　
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
の
内
容

を
適
正
に
表
示
し
、
消
費
者
が
不
愉
快

な
思
い
を
し
た
り
、
誤
解
し
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
／
㈶
宮
城
県
生
活
衛
生
営
業
指
導�

セ
ン
タ
ー

☎
3
4
3
・
8
7
6
3

保育所名 所在地 入所可能年齢 保育時間 延長保育

市

鶴ケ谷保育所 鶴ケ谷一丁
目11-2

生後10カ月以上
（平成23年 5月
31日生まれまで）

午前7時30分
～午後6時

・�午前7時～7時
30分

　�（あかね保育所、
浮島保育所、大
代保育園、下馬
みどり保育園の
み）

・�午後6時～7時
（全保育所）

笠神保育所 笠神五丁目
10-33

生後3カ月以上
（平成23年12月
31日生まれまで）

志引保育所 東田中二丁
目30-8

八 幡 保 育所 八幡二丁目
3-13

民
間

あかね保育所 新田字下
207

生後2カ月以上
（平成24年 1月
31日生まれまで）
※2カ月健診を受
診してからの入所
となります。

浮島保育所 浮島二丁目
10-1

多賀城泉保育園 伝上山三丁
目10-25

大 代 保 育園 大代一丁目
4-3

下馬みどり保育園 下馬一丁目
10-4

受 給 対 象 者 中学校修了前までのお子さんを養育している家庭の保護者の方
所 得 制 限 なし
手 当 の 月 額 3歳未満 15,000円
平成23年10月分 3歳以上～小学校修了前 10,000円（第3子以降は15,000円）
～平成24年3月分 中学生 10,000円

支 給 時 期
平成24年2月、6月、各支給月の10日に支給
2月支給：平成23年10月～平成24年1月分／6月支給：平成
24年2月～3月分
※原則として、認定請求をした月の翌月分から支給

●
子
育
て
中
の
方
へ

　

子
育
て
に
は
不
安
が
つ
き
も
の
で

す
。

　

子
育
て
が
負
担
だ
と
思
っ
た
と
き

は
、
一
人
で
抱
え
こ
ま
な
い
で
周
囲
の

人
に
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
に
話
し
相
手
が
い
な
い
場
合

は
、
市
の
家
庭
相
談
員
や
相
談
機
関
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
方
へ

　
あ
い
さ
つ
や
声
が
け
な
ど
に
よ
り
子

育
て
中
の
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

見
守
り
ま
し
ょ
う
。
子
育
て
の
様
子
に

温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
責
め
た
り

追
い
詰
め
た
り
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

親
か
ら
の
S
O
S
を
引
き
出
し
た

り
す
る
こ
と
で
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
時
は
通
告（
連
絡
）を

・
大
人
の
大
声
と
子
ど
も
の
泣
き
声

・�

何
か
を
た
た
く
音
が
毎
日
の
よ
う
に

聞
こ
え
る

・�

子
ど
も
の
服
が
汚
れ
て
い
る
、
季
節

に
合
わ
な
い
も
の
を
着
て
い
る

・�

子
ど
も
が
一
人
で
外
を
出
歩
い
て
い

る
姿
を
よ
く
み
か
け
る　
な
ど

　
限
度
を
超
え
て
い
る
・
何
と
な
く
様

子
が
お
か
し
い
・
不
自
然
と
感
じ
た
時

は
虐
待
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
●
通
告（
連
絡
）す
る
と
き
は

　
虐
待
が
疑
わ
れ
る
家
の
住
所
や
そ
の

状
況
を
わ
か
る
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
家
が

特
定
で
き
な
い
場
合
に
、
再
度
確
認
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
さ
れ

た
方
の
住
所
や
お
名
前
な
ど
も
支
障
の

な
い
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
連
絡
さ
れ
た
方
の
氏
名
な
ど

の
情
報
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

●
虐
待
通
告
を
受
け
た
ら

　
48
時
間
以
内
に
そ
の
子
ど
も
の
安
全

を
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
確
認
後
、
児
童
相
談
所
、
保
育

所
・
学
校
、
市
の
関
係
機
関
な
ど
が
連

携
協
力
し
て
そ
の
家
族
へ
の
具
体
的
な

支
援
の
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
中
に「
虐
待
で
は
な
い

か
」と
の
通
報
が
あ
っ
た
69
件
の
う
ち
、

実
際
に
虐
待
が
認
め
ら
れ
た
の
は
57
件

で
し
た
。
ど
の
ケ
ー
ス
も
一
時
保
護
や

面
接
指
導
、
見
守
り
の
強
化
に
よ
り
、

子
ど
も
の
安
全
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
告
先
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
家
庭
相
談
員
）�

内
線
1
8
5

中
央
児
童
相
談
所

☎
2
2
4・1
5
3
2

10月から子ども手当が変わりました

対象／保護者および同居する親族の方な
どが、就労や病気などの理由で、乳幼児
の保育をすることができない場合。
申込書配布／11月9日㈬～15日㈫
（土曜・日曜日を除く）
こども福祉課窓口で配布します。
受付／11月22日㈫～30日㈬
（土曜・日曜日、祝日を除く）
会場／市役所6階会議室
※詳しくは、お問い合わせいただくか、
市のホームページを
ご覧ください。
問／こども福祉課保
育係　
内線183、184

宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

第
31
回
全
日
本

実
業
団
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
開
催

ご
存
じ
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度

S
マ
ー
ク

平成23年度保育所入所児童受付

　
　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

地
域
の
方
々
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
行
動
が
、

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す
。

守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気

11月は

▲オレンジリボン

▲�標準営業約款制
度Ｓマーク

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
と

笑
顔
を
守
る
こ
と
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

協
力
会
員
／
事
業
に
熱
意
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
方（
事
務
局
で
行
う
講
習
会

を
終
了
し
た
方
）

両
方
会
員
／
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

か
ね
た
方

◆
援
助
活
動
の
内
容

・
一
時
的
な
お
子
さ
ん
の
預
か
り

・
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎
と
そ
の
前
後

の
お
子
さ
ん
の
預
か
り

・
習
い
事
へ
の
送
迎　
　
な
ど

犬
の
飼
い
方

●
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
は
、
市
に

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
年
一
回

必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
に
は
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を

必
ず
首
輪
な
ど
に
着
け
ま
し
ょ
う

●
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
飼

い
ま
し
ょ
う

　
無
駄
に
ほ
え
て
他
の
人
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
十
分
に
運
動
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
散
歩
を
さ
せ
る
際
は
、
リ
ー

ド
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●「
フ
ン
」や「
毛
」は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う

　

フ
ン
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
後
の
毛
は
、

放
置
せ
ず
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
公
園
の
砂
場
は
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
フ
ン
な
ど
は
さ
せ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

猫
の
飼
い
方

　
猫
は
、
首
輪
を
着
け
、
な
る
べ
く
家

の
中
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
繁
殖
を
望

ま
な
い
場
合
は
、
避
妊
・
去
勢
の
手
術

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
6

◆
預
か
る
場
所

　
協
力（
両
方
）会
員
の
自
宅

＊
預
か
る
前
に
、
協
力（
両
方
）会
員
の

自
宅
で
会
員
同
士
の
顔
合
わ
せ
を
行
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
連
れ
て
き

て
頂
き
ま
す
。（
事
前
打
ち
合
わ
せ
）

＊
活
動
中
の
補
償
と
し
て
、
市
が
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
報
酬（
1
時
間
あ
た
り
）

　
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て
く
れ
た
会
員

に
直
接
支
払
い
ま
す
。

①
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
7
時
～
午
後

7
時
／
6
0
0
円

②
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

と
平
日
の
①
以
外
の
時
間
／
7
0
0

円◆
新
規
協
力
会
員
講
習
会

対
象
／
協
力
会
員
、
両
方
会
員

日
時
／
11
月
29
日
㈫
、
30
日
㈬
い
ず
れ

も
午
前
９
時
30
分
～
正
午

＊
受
講
前
日
ま
で
に
要
登
録

申
込
・
問
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

務
局（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
直
接
ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス
で（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

☎
・
フ
ァ
ク
ス
3
8
9
・
2
1
8
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://city.tagajo.m
iyagi.jp/

sukuppy/

総
合
体
育
館

　
11
月
3
日
㈭
か
ら
災
害
復
旧
工
事
開

始
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
開
放
し
ま
す

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
除
く
）。

開
館
日
／
水
曜
日
を
除
く
毎
日（
水
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
が
休

館
日
）

開
館
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
9
時

（
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

申
請
受
付
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
8

時（
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
3
6
5
・
1
9
1
1

多
賀
城
史
遊
館

　
11
月
1
日
㈫
か
ら
展
示
室
お
よ
び
各

種
体
験
学
習
を
通
常
ど
お
り
再
開
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

老
人
憩
の
家

　
11
月
1
日
㈫
か
ら
再
開
し
ま
す
。

問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係

内
線
6
6
4
～
6
6
6

大
代
地
区
公
民
館

　
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
、
11
月
1
日

か
ら
当
分
の
間
、
閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の

間
、
市
役
所
5
階
に
分
室
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

問
／
生
涯
学
習
課
分
室　
内
線
5
1
0

食育展を開催します！
～テーマ:家族そろって食べる～

日時：11月16日㈬～18日㈮
　　　午前8時30分～午後5時（最終日は午後4時まで）
場所：市役所1階ロビー

　今年で4年目となる食育展では、本市食育推進プランの重点目標の一つ『家族そろって食べる』が共
通テーマです。
　家族や友人と共に食卓を囲み、心がウキウキするような食事や会話を楽しみながら時間を過ごす。
それは、コミュニケーションの輪、つながりのスタートです。
　一人で食べる（孤食）や一人だけ別なものを食べる（個食）よりも、家族や友人と共に食べる（共食）こ
とは、食卓に並ぶ料理数も増え、栄養バランスが良好になる傾向にあります。
　食を通して、家族や友人とコミュニケーションを図りながら、心を元気にする食事をとってみませ
んか。

毎月19日は「食育の日」
　「食育の日」は、食育推進運動を継続的に展開し、食育の一層の定着を図るための機会として、国の
「食育推進基本計画」に定められました。

11月は食育月間
　国は6月、宮城県・多賀城市では11月としています。

　問／健康課成人保健係　内線134

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
Ｑ
＆
Ａ

●
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気
中
に
飛
び
散
っ
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
こ
と
で

感
染
す
る
感
染
症
で
す
。

●
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い
は
？

　

か
ぜ
は
、
主
な
症
状
が
の
ど
や
鼻
に
出
る
の
に

対
し
、
症
状
が
全
身
に
及
ぶ
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴
で
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
感
染
す
る

と
、
合
併
症
を
起
こ
し
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

発
症（
発
熱
）か
ら
お
お
む
ね
48
時
間
以
内
に
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
を
服
用
す
る
と
発
熱
期
間
が
短
縮
さ

れ
ま
す
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人
は
、
最
初
の

症
状
が
出
て
か
ら
1
週
間
ほ
ど
の
期
間
、
他
人
に

う
つ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
消
え
て
も

他
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
不
織

布
製
マ
ス
ク（
使
い
捨
て
）を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
す
る
た
め
に
は
？

・
外
出
後
や
食
事
の
前
は『
手
洗
い
』と『
う
が
い
』

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
ご
み
へ
の
外
出
は
、
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
部
屋
を
換
気
し
、
加
湿
器
な
ど
で
十

分
な
湿
度（
50
～
60
％
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
流
行
前（
11
月
～
12
月
）に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
、
予
防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

本
市
で
は
、
11
月
30
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
指
定
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
受
け
る
場
合
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
配
布
さ
れ
た
個
人
票
と
予
診
票
を
持
参
し

て
、指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
な
ど
で
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
や
新
た
に

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
2
～
1
3
4

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
お

子
さ
ん
を「
預
か
っ
て
ほ
し
い
方
」と

「
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
」が
そ
れ
ぞ

れ
会
員
と
な
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
行
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
の

子
育
て
支
援
活
動
で
す
。
事
務
局
が
会

員
間
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

◆
会
員
の
条
件（
い
ず
れ
も
市
内
在
住
）

利
用
会
員
／
生
後
約
2
カ
月
～
小
学
校

6
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
い
る
方

冬の高熱には要注意！

地
域
で
支
え
合
う
子
育
て
を
目
指
し
て
い
ま
す

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
？

再
開
の
お
知
ら
せ

休
館
の
お
知
ら
せ

◇かぜとインフルエンザの違い◇
インフルエンザ かぜ

初 期
症 状 悪寒、頭痛など のどの乾燥感、

くしゃみなど

症 状
高熱、頭痛、関
節痛、悪寒、倦
怠感などの全身
症状

くしゃみ、咳、
鼻水、鼻づまり
などの呼吸器症
状

熱 高熱
（38～40℃） 微熱

経 過 急激に進む ゆるやかに進む

感染力 強い インフルエンザ
ほどではない

合併症 肺炎、気管支炎 まれに起こる

報酬の支払い

援助活動の提供

協力会員利用会員

事務局

《ファミサポの仕組み》

よろしく
おねがします

登録登録

利用会員の紹介協力会員の紹介
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ま
ち
か
ど
ニ
ュ
ー
ス

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
ご希望の方はご連絡ください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254・255

� 加藤　心
こ

暖
は る

ちゃん（留ケ谷　2歳8カ月）
「笑顔をいつまでも忘れないでね」じじ・ばあより

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集しています。詳しくは地域コミュニティ
課広報広聴係へお問い合わせください。

復興への思いを込めて
　10月8日、東北労働金庫多賀城支店推進委
員会、塩釜地方労働者福祉協議会主催で行われ
た「震災復興祈念植樹会」。震災により亡くなら
れた方のご冥福をお祈りするとともに、多賀城
に緑を増やすこと、そして復興に向け、支え合
い助け合う共生型社会の創出を目的として企画
されました。地域住民や会員など子どもから大
人まで100人ほどが、それぞれ復興への思いを
込めて市道東田中八幡線沿いに街路樹211本を
植樹しました。

心にしみる癒しのメロディー
　10月14日、多賀城公園野球場仮設住宅で
「ギターと合唱の集い」が行われました。毎年、
市民音楽祭に参加しているシャンダロームギ
ターアンサンブルとあじさいハーモニーの皆
さんが「被災された方達と一緒に歌い、少し
でも元気に前に進んでいただけたらうれし
い」との思いで企画したものです。赤とんぼ
や里の秋などを参加者全員で歌いました。心
地よいギターの演奏と歌声がひとつになり、
会場全体に癒しの空間が広がりました。

　10月4日、震災後、いち早く多賀城へ支援物
資を送っていただいたアーティストのGACKTさ
んが市役所を訪問し、市長と懇談をしました。

届けよう　ゲートボールスマイル！
　10月9日、中央公園サッカー場で震災復興祈念ゲートボー
ル大会が行われました。この大会は、被災者が互いに連携を
図り、これまで以上の絆と親睦を深めることを目的に、県内
各地から40チーム230人の参加により行われたものです。
試合中は、スティックを握りしめる真剣な表情とボールの行
方に歓声があがり、公園内はパワーにあふれていました。参
加者の元気いっぱいのプレーと笑顔が復興に向けた地域に届
くことでしょう。

毎秋恒例　手作り作品大集合！
　10月15、16日、陶芸や手芸、習字など123点の作品を展示
する志引町内会文化祭りが志引集会所で行われました。町内会
では、約20人が翌年の干支を布で作るのが恒例で、出来上がっ
たタツも展示しました。また、町内会設立20周年を記念した「20」
がとても印象的な子どもみこしも登場。毎年夏祭りで担ぐおみ
こしは、子ども達のアイディアと工夫でいっぱいでした。大人
から子どもまで、さまざまな世代が集う、にぎやかなお祭りと
まりました。

▲万葉ステージでの合唱 ▲政庁跡の階段をのぼる万葉行列

▲あんどんに火をともす来場者 ▲万葉衣装を身にまとった高崎幼稚園の園児

訂正のお知らせ：広報多賀城10月号まちかどニュースの「わが家のちびっ子」に一部誤りがありま
した。お詫びして次のとおり訂正します。� 大館ひなちゃん（高橋）の年齢：正しくは「3歳1カ月」

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

万葉復興祭
10月9日  多賀城政庁跡
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情
報
・
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差
点

友好都市の「旬」の話題をお届けします

お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
囲碁大会 月例囲碁大会／11月13日㈰午

前9時50分から
級位者囲碁大会／11月19日㈯
午前9時50分から
多賀城囲碁センター

入賞者・賞金有り 参加料1,500円
日本棋院多賀城支部
☎368・7925
http://gon-jp.ath.cx/tigo/

東北大学無料法律相談所 平成24年1月14日までの毎
週土曜日午後0時30分～5時
（11月12日、12月24日、年
末年始を除く）／
東北大学川内南キャンパス

学生による法律相談（希望により教
授、弁護士などから補足説明可）※
要電話予約／
民事法一般※刑事事件、弁護士依頼
済みのもの、訴訟（調停）係属中のも
のを除く

無料
東北大学法学部内
☎795・6243
（平日午前10時30分～午後2
時30分）

プリザーブドフラワーで作
るクリスマスアレンジ教室

11月26日㈯午前10時～正午、
午後1時～3時／
市民活動サポートセンター

どなたでも。初心者、親子での参加
も大歓迎

2,800円（材料費込み）
佐藤☎090・4314・5083

セルフカウンセリング養成
講座～中級コース～

第1回11月2日㈬、第2回11
月16日㈬　いずれも午前10
時～正午／塩竈市藤倉コミュニ
ティーセンター

第1回　ゴール設定－言葉を味方に
つけてプログラミング
第2回　ラポールの築き方－相手と
の距離を縮める方法

各回3,000円
本郷☎080・3190・9802

絵手紙、はがき絵、すずら
んの会

金曜日コース　11月18日㈮、
25日㈮
土曜日コース　11月12日㈯、
26日㈯いずれも午前10時～正
午／山王地区公民館

11月の絵手紙体験入学。親切指導
（道具貸し出し）※要申込／
40代～73歳、男女問わず

2回セット1,000円（材料費代）
浅野☎363・4887（午前9時～
正午、午後6時～8時）

おやこふれあいサロン☆多
賀城

11月14日㈪午前10時30分
から／
市民活動サポートセンター

ふれあい遊び、赤ちゃんヨガ、ベビー
マッサージ／
0歳児の赤ちゃんとママ

参加費500円
子育て支援団体はっぴーすまい
るまま
宮田☎090・6224・7258

市民音楽祭 11月6日㈰午後1時～3時30
分（開場午後0時30分）／
城南小学校体育館

市を中心に活動する14団体が音楽
の力を信じ秋のひとときを

入場無料
混声合唱団いらか　
吉田☎090・1378・3608

劇 団 ポ ト フ 第 16 回 公 演
「May be blue」&「B・
HAPPY」

11月12日㈯午後1時30分、
午後6時、11月13日㈰午後1
時30分から（開場は各30分前）
／山王地区公民館

人の想い、時間や空間を越えて繋が
る心を表現

入場無料
劇団ポトフ
吉田☎090・1378・3608

死別体験者のための「癒し
のセミナー」

11月3日㈭午後1時30分～5
時（予定）開場午後1時10分／
仙台市福祉プラザ

家族、友人、恋人などを亡くした方
の癒しや生きていく希望に繋がるセ
ミナー。お茶、お菓子付／
要予約、定員75名、どなたでも（小
学生以下入室不可）

参加費無料
NPO法人大空の会
瀬野☎090・9104・3185
メール
oozoranokai38@yahoo.co.jp

新聞記事から環境問題を考
える　第15回

11月26日㈯午後1時30分～
3時30分／
市民活動サポートセンター

エネルギー問題と原子力発電／
定員30名。要申込

参加費無料
菅原☎090・3758・9355
メールm_sgwr@ii.em-net.ne.jp

被災者に中古車提供
（申込期限／11月20日㈰）

東京都八王子市内にある「被災地に
車を届ける会」が中古車を提供。対
象車両は申込者に別途通知／被災し
た市民で震災により車をなくした方

諸手続き費用（車検費など）自己
負担
NPO災害復興支援コーディ
ネーター蓮笑（れんしょう）
田中☎080・7059・6436
メールbusshi.coco@gmail.com

あ
じ
さ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

活
動
／
主
に
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午（
山
王
地

区
公
民
館
視
聴
覚
室
）

問
／
深
谷
☎
3
6
8
・
9
2
6
6

　
山
王
地
区
公
民
館
の
一
室
か
ら
や
さ
し
い
歌
声

と
和
や
か
な
笑
い
声
が
響
き
ま
す
。
活
動
は
、
震

災
後
避
難
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
同
館
で
9
月

か
ら
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
昭
和
57
年
、
公
民

館
の
講
座
を
受
講
し
た
30
人
が
サ
ー
ク
ル
と
し
て

立
ち
上
げ
、
来
年
で
結
成
30
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
は
石
巻
や
仙
台
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

18
人
で
活
動
中
。
長
い
歴
史
の
中
に
は
、
途
中
で

メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
り
苦
労
し
た
経
験
も
あ
る

と
か
。
結
成
当
初
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
加
藤
さ
ん
は「
私
が
長
く
続
け
ら
れ
た
の

は
、
仲
間
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
。
来
年
の

30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
ま
で
は
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
か
ら
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
佐
藤
順

子
先
生
の
指
導
も
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
魅
力
。
外
国

曲
や
日
本
の
曲
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
に
取
り
組
み
、
佐
藤
先
生
の
選
曲
は
歌
っ
て
い

て
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
そ
う
で
す
。

　
取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
11
月
6
日
の
市
民
音
楽

祭
と
来
年
30
周
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
楽
し

い
雰
囲
気
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
震
災
当
日
の
午
前
中
も
練
習
が
あ

り
、
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
た
皆
さ

ん
。
練
習
が
終
わ
り
メ
ン
バ
ー
が
家
路
に
着
い
て

一
息
つ
い
た
頃
、
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
時

は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
こ
と
で
精
一
杯
で
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
安
否
を
確
認
し
た
後
は「
こ

ん
な
時
こ
そ
歌
お
う
」と
集
ま
れ
る
メ
ン
バ
ー
で

別
の
会
場
で
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
今
こ
そ
歌
声
で
地
域
に
元
気
を
届
け
た
い
と
い

う
あ
な
た
。
歌
が
好
き
な
方
、
合
唱
が
未
経
験
の

方
も
大
歓
迎
。
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご厚意に感謝
［社会福祉協議会へ］
・匿名の方　2件

　11月中旬から12月上旬にかけて、九州も紅葉の
季節を迎えます。太宰府市内で紅葉スポットといえ
ば、光

こ う
明

みょう
禅
ぜ ん

寺
じ

と竈
か ま

門
ど

神
じ ん

社
じ ゃ

が挙げられます。
❖光明禅寺は、鎌倉時代に鉄

て つ
牛

ぎゅう
円
え ん

心
し ん

によって創建
された古寺で、石を配して“光”の字を書いた石庭、
苔で陸を、白砂で大海を表現した庭があり、庭を彩
る紅葉がたいへん美しい禅
寺です。太宰府天満宮のす
ぐ近くにありながら、参道
の賑わいを忘れさせるよう
な静寂を感じることができ
ます。
❖竈門神社は、霊峰宝

ほ う
満
ま ん

山
ざ ん

の麓にあり、多くの登山者
がここを経由して宝満山に
登ります。もみじとイチョ
ウのコントラストが美しい
紅葉の名所としても知ら
れ、11月上旬にはもみじ祭りも開催されます。また、
縁結びの神さまとしても親しまれており、「えんむ
すび」のお守りを求めて若者が参拝する姿も見受け
られます。
問／太宰府市観光交流課　☎092-928-3938

■シルバー人材センター入会説明会
　市内在住の60歳以上の健康で働く意欲のある
方大歓迎！
日時／11月9日㈬・24日㈭午後2時から
会場／シルバーワークプラザ（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター　☎368-2350

　本市は、今回の災害において友好都市太宰府市民
の皆さまからたくさんのご支援（物資、義援金、人
的派遣等）をいただきました。
　この温かいご支援に感謝しお礼するため、10月
1日㈯に「太宰府市民政庁まつり」に参加し、本市の
震災当時と最近の状況を映像と写真でお伝えしてき
ました。
　今回、まつりのテーマの一つは「絆　かんばろう！
東北　多賀城」。
　会場では、本市の惨
状に「遠く離れて大し
たことできないけど、
義援金送ったよ！」「震
災の時は本当に大変で
したね」などと、多くの太宰府市民の皆さまから温
かい言葉とご支援をいただいて、感謝という言葉し

か思い浮かばないほ
ど、心が熱くなりまし
た。
　太宰府市と多賀城市
の心のつながり「絆」を
実感したまつりでし
た。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
多賀城フラダンス・パパリ
ナ

毎月第1、2、3木曜日午後7
時～8時30分／新田中集会所

初心者、経験者大歓迎 月4,000円
菅原☎368・0845

山茶花短歌会 毎月第3火曜日午後1時30分
～4時／
市民活動サポートセンター

結社にかかわらずどなたでも 半年3,000
大友☎364・5036

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜午前10時30分から
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操／生後6カ月から入園前までの
親子

月1,200円
赤間☎309・0395

❖太宰府の紅葉
友好都市だより　福岡県太宰府市

太宰府市民政庁まつり
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非
常
勤
パ
ー
ト
栄
養
士

業
務
内
容
／
乳
幼
児
健
診
・
成
人
保
健

相
談
な
ど
の
健
康
教
育
お
よ
び
栄
養
指

導
業
務

1
日
3
～
5
時
間
、
勤
務
日
時
不
定
期

時
給
／
1
、
0
9
0
円

資
格
要
件
／
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養

士
資
格
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

募
集
人
数
／
若
干
名

申
込
・
問
／
11
月
21
日
㈪
ま
で
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

張
付
の
上
、
資
格
を
有
す
る
書
類（
原

本
）を
添
え
て
健
康
課（
内
線
1
3
3
、

1
3
4
）へ
直
接

■
平
成
23
年
度
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒

応
募
資
格
／
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平

成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

受
付
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
平
成
24
年

1
月
6
日
㈮（
締
切
日
必
着
）

試
験
期
日
／
平
成
24
年
1
月
14
日
㈯

説
明
会
日
程
・
会
場
・
時
間
／

12
月
10
日
㈯
・
シ
ェ
ル
コ
ム
仙
台
・
午

後
1
時
～
4
時

12
月
10
日
㈯
・
塩
竈
市
公
民
館
・
午
前

10
時
～
午
後
2
時

12
月
17
日
㈯
・
利
府
町
役
場
・
午
前
10

時
～
午
後
2
時

問
／
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

・
仙
台
駅
東
口
案
内
所（
桜
井
ビ
ル
4

階
、
駐
車
場
な
し
）

☎
2
9
3
・
5
5
5
9

午
前
10
時
～
午
後
7
時

・
仙
台
募
集
案
内
所（
陸
上
自
衛
隊
仙

台
駐
屯
地
内
駐
車
場
あ
り
）

☎
2
8
4
・
5
0
0
1
、
5
0
1
8

午
前
10
時
～
午
後
7
時（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
き
説
明
な
ど
を
し
て
い

ま
す
）

調
整
先
／
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

仙
台
募
集
案
内
所

☎
2
8
4
・
5
0
0
1
、
5
0
1
8

フ
ァ
ク
ス
2
8
4
・
5
0
1
8（
24
時

間
年
中
無
休
で
対
応
）

持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時

や
、
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ

た
時
は
、
14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
職
場
の
保
険
な
ど
を
取
得
し
た
日

か
ら
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
届

出
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が

課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
ら
れ

る
方
で
、
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
あ
わ
せ
て
返
却
く
だ

さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

交
通
事
故
と
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
と
き
は
、
治
療
を
受
け
た

医
療
費
を
原
則
と
し
て
加
害
者
が
全
額

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
時

的
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
、
治

療
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
の
場
合
は
、
事
前
に
国
保
年
金
課

に
届
出
が
必
要
で
す
。

＊
加
害
者
か
ら
直
接
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
す
る
と
国
民
健
康
保

険
証
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

■
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
へ

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
で
き
る
金
額
は
一
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
申
告
す
る
た
め
の「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」が
11
月
上
旬
に
被
保
険
者
あ
て
郵

送
さ
れ
ま
す
。（
10
月
1
日
以
降
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
2
月

上
旬
の
予
定
で
す
）

　
申
告
の
際
に
は
こ
の
控
除
証
明
書
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
詳
し
い
お

問
い
合
わ
せ
は
、
証
明
書
に
記
載
の
問

い
合
わ
せ
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
お
忘

れ
な
く

　
老
齢
も
し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
に
は
税
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
）

　
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税

の
計
算
は
、
受
給
者
の
方
か
ら
提
出
さ

れ
た「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
も
と
に

行
い
ま
す
の
で
、
各
種
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
年
金
受

給
者
の
方
に
は「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

の
用
紙
が
11
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。

○「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が
送
付
さ
れ

る
方

①
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
1
0
8
万

円
以
上
の
方

②
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
1
5
8
万

円
以
上
の
方

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
が
な

い
と
き
は
、
翌
年
に
支
払
わ
れ
る
年
金

か
ら
所
得
税
が
多
く
差
し
引
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
前
年
の
申
告
内
容
に

変
更
が
な
い
方
も
提
出
が
必
要
で
す
。

同
封
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な

り
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5
）へ

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
9
月
中

旬
頃
に
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

各
興
農
組
合
に
よ
る

農
業
用
排
水
路
の
整
備

　
11
月
初
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
各
地

区
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
農
業
用
排
水

路
の
整
備
を
次
の
四
カ
所
で
実
施
し
ま

す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
農
道
の
通
行
止
め
な

ど
の
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

散
策
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
迂
回（
う

か
い
）な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①
新
田
字
下
地
内（
新
田
地
区
）

②
南
宮
字
色
の
地（
南
宮
地
区
）

③
市
川
字
多
賀
前
地
内（
市
川
地
区
）

④
八
幡
字
六
貫
田
地
内（
八
幡
地
区
）

問
／
農
政
課
農
地
係

内
線
4
4
1
、
4
4
2

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
・
医
療
費
受
給

者
証
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
新
し
い
被
保
険
者
証
と
医
療
費
受
給

者
証
を
9
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
し
た
が
、
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
現
在
お
持
ち
の
被
保

険
者
・
医
療
受
給
者
証
と
、
本
人
と
確

認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）を

■
11
月
9
日
㈬
～
11
月
15
日
㈫
は
秋
の

火
災
予
防
運
動

　
冬
を
迎
え
る
と
暖
房
器
具
な
ど
の
使

用
が
増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
火
の
取
り

扱
い
な
ど
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
事

業
所
な
ど
を
訪
れ
、
防
災
訓
練
や
防
火

防
災
に
関
す
る
防
火
座
談
会
を
随
時
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課

指
導
係
☎
3
6
1
・
0
1
1
9（
代
表
）

多
賀
城
消
防
署

☎
3
6
6
・
0
1
7
7

■
11
月
9
日
は《
1
1
9
番
の
日
》

　

災
害
時
の
正
し
い
1
1
9
番
通
報

が
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が

り
ま
す
。
1
1
9
番
通
報
は
落
ち
着

い
て
正
確
に
。

　
な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
耳
や
言
葉

が
不
自
由
な
方
の
た
め
に「
1
1
9
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
通
報
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
通

報
は
、
発
生
場
所
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
1
1
9
番
あ
て

送
付
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課

指
導
係

☎
3
6
1
・
0
1
1
9（
代
表
）

（
火
災
な
ど
に
つ
い
て
は
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
☎
3
6
2
・
9
9
0
0
へ
）

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
完
成
し
た
新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
屋
が
完
成
し
た
ら
、
市
役
所
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
役
所
か
ら
連
絡
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

■
国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期

限
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
現
在

延
期
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
国
税
の
申

告
・
納
付
等
の
期
限
は
平
成
23
年
12
月

15
日
㈭
と
な
り
ま
す
。

問
／
塩
釜
税
務
署

☎
3
6
2
・
2
1
5
1

■
平
成
23
年
分
年
末
調
整
説
明
会

日
時
／
11
月
14
日
㈪
午
後
2
時
～
4
時

＊
当
日
都
合
の
悪
い
方
を
対
象
に
15
日

㈫
も
開
催
し
ま
す
。（
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
2
時
～
4
時
）

会
場
／
多
賀
城
市
役
所
6
階
会
議
室

問
／
塩
釜
税
務
署

☎
3
6
2
・
2
1
5
1

■「
税
を
考
え
る
週
間
」税
理
士
に
よ
る

無
料
税
金
相
談

　
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税

を
考
え
る
週
間
」に
ち
な
み
、
次
の
と

お
り
税
理
士
に
よ
る
無
料
の
税
金
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
震
災
に
係
る
所
得
税
の
雑
損
控
除
や

相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
、
税
の
専
門
家

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
㈯

受
付
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場
／
塩
釜
市
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ（
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
塩
釜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
）

問
／
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部

☎
3
6
5
・
7
2
5
4

就
学
時
健
康
診
断

　
平
成
24
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
、
平
成
17
年
4
月
2
日
～
平
成
18
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

くらしのくらしの
情報情報

募
集

く
ら
し

税
の
お
知
ら
せ

期　日 学校名・会場

11月8日㈫ 城 南 小 学 校

11月16日㈬ 多賀城八幡小学校

11月25日㈮ 多 賀 城 小 学 校

※受付時間　12：20～12：40

国民健康保険の手続き
加入するとき 必要なもの

職場の健康保険をやめたとき

○�職場の健康保険をやめた日がわかる書類
（退職証明書、資格喪失連絡票、離職票など）
○�任意継続している社会保険等の保険証（任
期満了後に国保に加入する場合）

○印鑑（認め印）

職場の健康保険の扶養家族から
抜けたとき

○�扶養家族から抜けた日がわかる書類（資格
喪失連絡票、認定抹消日の記載がある保険
証など）

○印鑑（認め印）

やめるとき 必要なもの

職場の健康保険に加入したとき ○�国民健康保険証、職場の健康保険証（扶養
の場合は認定日が記載してあるもの）、印
鑑（認め印）職場の健康保険に扶養家族とし

て加入したとき
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■
オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会

日
時
／
11
月
19
日
㈯
午
後
1
時
～
4
時

会
場
／
塩
竈
市
公
民
館

対
象
／
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工

肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）お
よ
び
家

族内
容
／
術
後
の
ケ
ア
、
装
具
、
社
会
生

活
、
福
祉
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

問
／
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
宮
城
県

支
部

☎
・
フ
ァ
ク
ス
0
2
2
8
・
3
2
・

4
2
3
4

■
防
災
講
演
会
の
開
催

　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

で
は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
行
事
の
一

環
と
し
て
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

と
の
共
催
で
防
火
、
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
11
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～

3
時

会
場
／
七
ケ
浜
国
際
村（
七
ケ
浜
町
花

渕
浜
字
大
山
1
―
1
）

演
題
／「
震
災
を
乗
り
越
え
て
」

講
師
／
ソ
ニ
ー
㈱
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
代
表　
伊
藤
努
氏

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
6

■
犯
罪
被
害
者
週
間
・
県
民
の
つ
ど
い

　
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
犯
罪
被
害
者
支
援
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
宮
城
県
警
察

お
よ
び
社
団
法
人
み
や
ぎ
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り「
犯
罪
被
害

者
週
間
・
県
民
の
つ
ど
い
」公
開
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
11
日
㈮
午
後
1
時
か
ら

会
場
／
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
5
階
鳳

凰
の
間（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
2
丁
目

3
番
1
号
）

内
容
／
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

さ
と
う
宗
幸
氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
詩
人
和
合
亮
一
氏
に
よ
る
講
演

申
込
／
㈳
み
や
ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
11
月
10
日
㈭
締
切（
7
0
0
席

が
満
席
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
／
㈳
み
や
ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
3
0
1
・
7
8
4
0

☎
2
2
2
・
6
1
5
9

・
宮
城
県
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の

総
合
相
談
窓
口

☎
2
1
1
・
3
7
8
3

・
㈳
み
や
ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
3
0
1
・
7
8
3
0

・
㈶
宮
城
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン

タ
ー

☎
0
1
2
0
・
8
1
8
9
3
0

問
／
宮
城
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支

援
室

☎
2
2
1
・
7
1
7
1

■「
イ
イ
歯
デ
ー
」歯
科
健
康
相
談

　
電
話
で
相
談
を
受
け
、
3
日
以
内
に

歯
科
医
師
が
直
接
相
談
者
に
お
答
え
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
8
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

4
時

問
／
宮
城
県
保
険
医
協
会

☎
2
6
5
・
1
6
6
7

■
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
　
事
業
主
の
み
な
さ
ま
、
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か

　
労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
1

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
労
働
保

険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

労
災
保
険
／
業
務
中
ま
た
は
通
勤
中
、

災
害
に
よ
り
被
災
し
た
方
に
対
し
適
用

雇
用
保
険
／
失
業
中
の
方
ま
た
は
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
就
職
困
難
者
の
雇
用

援
助
の
際
に
適
用

＊
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
労
働
保

険
事
務
組
合
へ
の
委
託
や
社
会
保
険
労

務
士
へ
の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
／
仙
台
労
働
基
準
監
督
署

☎
2
9
9
・
9
0
7
1

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜

☎
3
6
2
・
3
3
6
1

■
中
小
企
業
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援
対

策
費
補
助
金

　
厚
生
労
働
省
は
、
宮
城
県
内
に
事
業

場
を
置
く
中
小
企
業
事
業
主
が
、
事
業

場
内
の
最
も
低
い
時
間
給
を
計
画
的
に

8
0
0
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
業
務

改
善
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

支
給
要
件
／

①
賃
金
改
善
計
画
の
実
施

　
事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
4

年
以
内
に
8
0
0
円
以
上
と
す
る
計

画
を
作
成
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

②
業
務
改
善
計
画
の
実
施

　

申
請
年
度
の
業
務
改
善（
賃
金
制
度

の
整
備
、
就
業
規
則
の
作
成
・
改
正
、

労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
器

具
の
導
入
、
研
修
な
ど
）に
係
る
計
画

を
作
成
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

支
給
額
／
右
記
業
務
改
善
経
費
の
2
分

の
1（
上
限
1
0
0
万
円
、
下
限
5
万

円
）

問
／
宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
2
9
9
・
8
8
4
1

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ

で
す
か

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
の
人
権

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち
の
身

近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民
の

中
か
ら
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
た
ち
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
た
り
、
幼
稚
園
や
小
中
学

校
で
人
権
教
室
を
開
い
て
、
命
や
思
い

や
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
毎
月
第
2
月
曜
日　
午
前
10
時

～
午
後
3
時

会
場
／
市
役
所
市
民
相
談
室

▼
多
賀
城
市
人
権
擁
護
委
員

小
林　
良
子
・
高
橋　
正
至

菊
地　
春
雄
・
濱
田　
勇
子

武
藤　
邦
幸
・
川
崎　
泰
泉

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
2
、
2
3
3

■
11
月
14
日
～
20
日
全
国
一
斉「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開
設
時
間
／

11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
午
前
8
時
30
分

～
午
後
7
時

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
5
時

　
相
談
は
予
約
不
要
で
無
料
、
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

電
話
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

0
5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

問
／
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
2
2
5
・
5
7
3
9

■
12
月
4
日
～
10
日
は
第
63
回
人
権
週

間
　
全
国
一
斉
に
無
料
相
談
所
を
設
置
し

ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
12
月
8
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

3
時

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
階

相
談
担
当
者
／
多
賀
城
市
人
権
擁
護
委

員問
／
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

☎
3
6
3
・
0
0
6
5

■
女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
医
師
が
、
思
春
期
や
更
年
期
の

身
体
的
・
精
神
的
不
調
、
家
庭
や
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
女

性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
会
場
／

11
月
19
日
㈯
大
河
原
町
内

12
月
3
日
㈯
塩
竈
市
内

12
月
10
日
㈯
大
崎
市
内

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時

（
電
話
予
約
時
に
詳
し
い
会
場
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

予
約
先
／
宮
城
県
女
医
会
女
性
健
康
相

談
室

☎
0
9
0
・
5
8
4
0
・
1
9
9
3

問
／
宮
城
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
2
1
1
・
2
6
2
3

■
11
月
25
日
～
12
月
1
日
は
犯
罪
被
害

者
週
間

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
、
再

び
平
穏
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
理
解
と
配
慮
が
必
要
で
す
。
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
対
し
て
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
・
機
関

・
仙
台
地
方
検
察
庁
犯
罪
被
害
者
支
援

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

11
月
の
納
付

　
納
期
限
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。

▼
固
定
資
産
税
第
2
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

利用のお知らせ
（本館）
開館曜日：�火曜日～日曜日（祝日

および月末休館日を除
く）

開館時間：午前10時～午後4時
※児童室および2階閲覧室は利用
できません。

（山王分室）
開館曜日：�火曜日～日曜日（祝日

および月末休館日を除
く）

開館時間：午前11時～午後5時

（大代分室）
当分の間休館となります。

（移動図書館）
一部巡回できない駐車場がありま
す（巡回予定を参照願います）。

東北スチール㈱多賀城寮駐車場

1日㈫・15日㈫・29日㈫

10：00～10：30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30
城南小北側駐車場 13：30～14：00
城南小学校 14：30～16：00
高橋・発向興業駐車場

2日㈬・16日㈬
10：00～10：30

ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30
多賀城東小学校 14：30～16：00
新田公民館脇

17日㈭
10：00～10：30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30
山王小学校 14：30～16：00
八幡・末の松山沖の井駐車場

8日㈫・22日㈫
10：00～10：30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30
アシスト多賀城 13：40～14：10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 震災の影響で巡回できません
桜木・県営住宅集会所前 9日㈬ 10：50～11：30
天真小学校 14：30～16：00
塩釜三中内駐車場 10日㈭・24日㈭ 10：00～10：30
丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30
多賀城八幡小学校 11日㈮ 14：30～16：00
大代地区公民館前駐車場 9日㈬ 10：00～10：30
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

11
月
1
日
か
ら
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
活
用
し
た

「
多
賀
城
市
災
害
情
報
」

の
配
信
を
始
め
ま
す

　
エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
多
賀
城
市
域
に

滞
在
し
て
い
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
受
信
機

能
を
保
有
す
る
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携

帯
電
話
に
、
情
報
を
一
斉
配
信
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
現
在
、気
象
庁
か
ら「
緊

急
地
震
速
報
」が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
災
害
情
報
も
エ
リ
ア
メ
ー

ル
を
活
用
し
独
自
の
配
信
を
始
め
ま

す
。

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
と

　
携
帯
電
話
の
画
面
に
配
信
内
容
を
自

動
表
示
し
、
専
用
の
着
信
音
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
仕
事
な
ど
で
本
市
を
訪
れ
た
方
で
も

受
信
で
き
ま
す

・
圏
外
、
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中

の
場
合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
受
信
に
あ
た
り
設

定
の
変
更
が
必
要
な
機
種
が
あ
り
ま

す
。

・
専
用
サ
ー
バ
ー
に
よ
り
停
電
時
に
も

配
信
可
能
で
す
。

・
通
信
料
、
月
額
使
用
料
、
情
報
料
を

含
め
て
、
無
料
で
受
信
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
ほ
か
の
携
帯
電
話
会
社
が
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
れ
ば
追
加
す

る
予
定
で
す
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
1
、
2
7
4

催
し
・
講
座

各
種
相
談

さざんか号の予定移　動
図書館

市立図書館 ☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

犯罪被害相談窓口一覧表
名　　　称 電話番号

性犯罪相談電話 221-7198
いじめ110番 221-7867
少年相談電話 222-4970
環境犯罪・悪質商法相談電話 261-1110
銃器・覚せい剤110番 266-1074
暴力団相談電話 222-8930
暴走族110番 266-0110
警察相談専用電話 266-9110
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休日の診療

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など

内線237
生活環境課

8日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を

内線237
生活環境課

16日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方

内線237
生活環境課

14日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など

☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）

障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

29日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

毎週月曜日10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などのご相談

内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方（事前電話予約）

内線132
健康課

21日㈪13時30分～15時30分
市役所1階　社会福祉相談室

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）☎368-1631

こども福祉課 平日9時～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど

面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制☎706-1215

（仮移転先）
●抗ＨＩＶ抗体検査
2日㈬、16日㈬� 受付／9時～11時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（証明書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 5日㈯・21日㈪13時30分から

そのほかのイベント
土笛・干支土偶づくり
粘土で縄文時代の土笛と来年の干支・辰を粘土でつくります。
日　　時／11月26日㈯午前9時30分～11時30分
会　　場／多賀城史遊館
対　　象／小学生（3年生以下は保護者同伴）
定　　員／20人
費　　用／300円（粘土代）
締め切り／11月18日㈮
問／多賀城史遊館　☎368・3127

内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
10月30日 アイザワデンタル 多賀城市下馬5-5-30 361-8180
11月3日 かたおか歯科クリニック 利府町神谷沢字南沢1-1 255-2028

6日 きくちデンタルクリニック 塩竈市庚塚30-82 361-3368
13日 杉山歯科医院 多賀城市大代5-2-1 364-6478
20日 城南歯科クリニック 多賀城市城南1-19-22 389-2008
23日 森の風歯科クリニック 多賀城市高崎3-11-22 309-1855
27日 こぐえ歯科クリニック 塩竈市旭町18-11 365-3728

12月4日 ささき歯科クリニック 多賀城市中央1-16-17 389-1777

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～11時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整等のため「年間カレンダー」に載せてい
る対象生年月日と異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 10日㈭・24日㈭� 受付 12:10～12:30
23年6月28日～23年7月28日生まれ

1歳6カ月児 8日㈫・22日㈫・30日㈬� 受付 12:10～12:30
22年4月21日～22年5月29日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

25日㈮� 受付 9:30～9:50
21年3月26日～21年4月20日生まれ

3歳児 9日㈬・29日㈫� 受付 12:10～12:30
20年4月15日～20年5月15日生まれ

両親学級●
　
5日㈯� 受付 13:15～13:25
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着12組・予約制）

妊婦歯科健診と●
栄養のお話　

21日㈪� 受付 13:00～13:15
妊娠している方（予約制）
歯ブラシ・コップ・手鏡・母子健康手帳・筆記用具
を持参してください。

母子健康手帳の●
交付　

7日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪� 受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

ことばの相談● 17日㈭� 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 28日㈪� 受付 9:20～10:40
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 15日㈫� 受付 9:30～10:00
23年7月5日～23年8月15日生まれの方とBCG接種を
受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予診票
に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

予防接種手帳の●
交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付してい
ます。転入等でお持ちでない方は、母子健康手帳
を持参のうえ健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

1日㈫・7日㈪・16日㈬� 受付 9:30～11:00
※7日㈪13:30～15:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
問い合わせは、同館へ直接または電話で。
申し込みは直接、本人または家族の方に限ります。
（参加対象者は市内居住者に限ります）� ☎362・0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用

おはなしランド
図書館ボランティア�
「蒲公英」さんによる
おはなし会

9日㈬
11:00
～
11:15

乳幼児と
保護者

不要 無料

おもちゃランド
おもちゃ遊びや、体操、
絵本などの読み聞かせ
※10日は、おはなし
の会くれよんの皆さん
が来ます

10日㈭
17日㈭

10:15
～
11:30

いっしょに遊ぼう1歳児
1歳のこどもたちのお
集まり

25日㈮
10:30
～
11:15

1歳の幼児
と保護者

ミニクリスマス会
親子で、クリスマスグッ
ズ作り。サンタさん登
場！

12月
14日㈬

10:15
～
11:30

2歳以上の
幼児と保護
者30組
（先着順）

29日㈫
午前9時か
ら費用持参
の上、直接
来館 200円

（材料代）小学生ランド5
「ちょっとおしゃれ
なケーキ作り」
オリジナルケーキ作り

12月
17日㈯

9:30
～
11:30

小学生35人
（先着順）

12月2日㈮
午後3時か
ら費用持参
の上、直接
来館

西部児童センター事業
費用は無料。
申し込み、問い合わせは、西部児童センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎368・4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

みんなおいで
簡単な折り紙にチャレ
ンジ！

30日㈬
10:15
～
10:45

１歳以上の幼児と
保護者15組
（先着順）

15日㈫から

※ 大規模改修工事のため、平成24年3月まで休館します。
　上記のイベントは、山王地区公民館で行います。

子育てサポートセンター事業
費用はすべて無料。
申し込み、問い合わせは、子育てサポートセンターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎389・2180

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 会　場

キッズデー
親子ビクスをしま
す。一緒に身体を動
かしましょう
講師：島貫　照美氏
（OKJ認定インスト
ラクター）

22日
㈫

10：00
～

11：00

1歳6ヵ月
以上の幼児
と保護者
25組

7日㈪
から

市役所6階
福利厚生室

どこでもハッピー
地域に出向き、遊
びの場を提供しま
す

28日
㈪

10：00
～

11：30

未就学児
と保護者 不要 大代東

集会所

双子ちゃん集まれ
ふれあい遊び
フリートーク

12月
7日
㈬

10：15
～

11：15

未就学児の双
子・三つ子と
保護者10組

21日㈪
から

子育てサポー
トセンター

市立図書館事業
問い合わせは、市立図書館へ直接または電話で。
� ☎367・1730

団体名 日　時 会　場

よつばのクローバー 1日㈫
15日㈫

11:00～11:30
市立図書館プーさんのおはなしや 19日㈯

図書館ボランティア
蒲公英 25日㈮

スキップ 8日㈫ 山王地区
公民館

離乳食講習会（9カ月～11カ月児コース）
日　　　時／11月17日㈭午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／9～11カ月児と保護者15組（先着順）
費　　　用／300円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／11月11日㈮まで健康課親子保健係へ
� 内線135、136

離乳食講習会（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／12月1日㈭午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者15組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／11月25日㈮まで健康課親子保健係へ
� 内線135、136

11月の相談 相談方法などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

育てられなくなった犬や猫の引き取り
10日㈭・24日㈭10：00～12：00
宮城県塩釜保健所（仮移転先：鶴ケ谷一丁目4-1）で
問／塩釜保健所�☎367-7051



人口と世帯数（9月末現在） 人口 61,347人（＋30人） 世帯数 24,188世帯（＋56世帯）※（　）は前月比です。

　

多
賀
城
政
庁
跡
の
正
殿
の
北
側
に
、「
後
村
上

天
皇
御
坐
之
處
」と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

　

後ご

村む
ら
か
み上
天
皇（
1
3
2
8
年
～
1
3
6
8
年
）

は
、
南
北
朝
時
代
の
天
皇
で
す
。
名
を
義の
り
よ
し良
親
王

と
し
て
い
た
幼
少
時
代
、「
多
賀
国
府
」に
下げ
こ
う向
し

て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
初

期
、「
多
賀
国
府
」は
古
代
の
多
賀
城
と
同
じ
位
置

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
地
に

石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
義
良
親
王
は
、
な
ぜ
都
を
離
れ
て「
多
賀
国
府
」

に
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

元げ
ん
こ
う弘

3
年（
1
3
3
3
年
）、
鎌
倉
幕
府
を
滅

ぼ
し
た
後ご
だ
い
ご
醍
醐
天
皇
は
、
自
ら
が
主
導
し
て
行
う

親
政
を
始
め
ま
し
た
。
建け
ん
む
し
ん
せ
い

武
新
政
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
倒
幕
で
功
績
を
あ
げ
た
足あ
し
か
が利
尊た
か
う
じ氏

の
も
と
に
は
、
東
国
出
身
の
武
士
達
が
結
集
し
、

大
き
な
勢
力
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
天

皇
親
政
を
目
指
す
後
醍
醐
天
皇
に
と
っ
て
大
き
な

脅
威
で
し
た
。足
利
氏
の
勢
力
を
抑
え
る
た
め
に
、

東
国
の
支
配
を
強
め
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
後
醍
醐
天
皇
は
、
自
ら
の
権
威
を
東
国

に
示
す
た
め
に
、
皇
子
で
あ
る
義
良
親
王
を

陸む
つ
の
く
に

奥
国
に
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
義
良
親
王

は
わ
ず
か
6
歳
で
し
た
。
ま
た
、
側
近
の
北
き
た
ば
た
け畠

顕あ
き
い
え家
を
陸む
つ
の
か
み

奥
守
に
任
命
し
、
東
国
の
運
営
を
任
せ

ま
し
た
。
東
国
統
治
は
、
こ
の
二
人
が
要
と
な
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

建け
ん
む武

2
年（
1
3
3
5
年
）、
義
良
親
王
は
、

後
醍
醐
天
皇
に
反
旗
を
翻
し
た
尊
氏
か
ら
京
都
を

奪
還
す
る
た
め
、
顕
家
と
共
に「
多
賀
国
府
」か
ら

出
陣
し
ま
し
た
。尊
氏
が
九
州
へ
敗
走
し
た
後
は
、

東
国
統
治
の
重
要
性
か
ら
義
良
親
王
と
顕
家
は
再

び
陸
奥
国
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
し
か
し
足
利
氏
は

次
第
に
勢
力
を
盛
り
返
し
、
陸
奥
国
へ
と
侵
攻
し

て
き
ま
す
。
そ
し
て
延え
ん
げ
ん元

2
年（
1
3
3
7
年
）

正
月
、
義
良
親
王
と
顕
家
は
つ
い
に「
多
賀
国
府
」

か
ら
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
霊り
ょ
う
ぜ
ん山（
福

島
県
伊
達
市
）に
移
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
義
良
親
王
が「
多
賀
国
府
」に
下
向
し

た
と
い
う
こ
と
は
長
い
間
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
明
治
中
期
、
国
語
学
者
大お
お
つ
き槻
文ふ
み
ひ
こ彦
の
研

究
に
よ
っ
て
、
多
賀
城
と
義
良
親
王
の
つ
な
が
り

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
10
年（
1
9
3
5
年
）4
月
、
後
村
上
天
皇
の

下
向
を
記
念
し
た
石
碑
が
、
多
賀
城
跡
に
建
て
ら

れ
た
の
で
す
。

～多賀城のイベント情報～

■多賀城・七ケ浜「大復興祭」
～たがじょう市民市・ボッケと収穫祭～
　東日本大震災からの復興と更なる地域発展を
目的に、多賀城・七ケ浜地域の秋の祭を連携し
て開催します。農産物、海産物、目玉商品の販
売や旅行券が当たるビンゴ大会、ステージイベ
ントのほか、食べ物コーナー、ちびっ子広場な
ど催し物がたくさんあります。ご家族そろって、
お越しください。
※詳しくは、新聞折込チラシにてご確認くださ
い。
日時／ 11月13日㈰午前8時30分～午後3時
会場／陸上自衛隊多賀城駐屯地
問／多賀城・七ケ浜商工会多賀城事務所
☎365・7830

■いざ出陣！「平成鍋合戦」バスツアー
で全国各地の鍋を食べ尽しく、温泉で
あったまろう！参加者募集♪
　全国各地の鍋、海外の鍋など40種類以上
の鍋が大集合する平成鍋合戦。今年で17回
目を迎えるこのイベントに、友好都市である
天童市の天童商工会議所が招待します（当日
はバスで送迎）。天童市で鍋を食べ、温泉に
入り、冬を満喫してみませんか？
日時／ 12月11日㈰午前8時30分～午後6
時30分
会場／山形県総合運動公園　中央広場など
対象・定員／多賀城市民で中学生以下の子ど
もとその保護者約100人（保護者同伴が原則
です）
参加費／無料ですが、会場での鍋代は各自負
担となります。（1杯100円～ 500円程度）
応募方法／住所・氏名・年齢・学校名を参加
者全員分明記の上、官製はがきにてお申し込
みください。応募者多数の場合は抽選により
決定します。
締め切り／ 11月21日㈪当日消印有効
申込先／多賀城市中央二丁目1-1　「天童鍋
合戦参加申込み」係
問／商工観光課　内線471

広
報
多
賀
城
11
月
号
❖
通
巻
4
7
7
号 

平
成
23
年【
2
0
1
1
年
】11
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
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1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
植
物
性
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
6
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
32
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
風
⑤

�

石
碑
は
語
る��

―
後
村
上
天
皇
―

▲政庁北側に立つ後村上天皇の石碑
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